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中米ハリケーン緊急救援活動報告（ニカラグア）

中米ハリケーン緊急救援速報報告（ホンジュラス）

AMDAネパール子ども病院オープンの報告

AMDAネパール子ども病院外来診療報告

子ども病院附属障害児学校起工式報告

ネパールスタディツアーに参加して

ミャンマープロジェクト報告

AMDA本部における研修レポート

講演会レポート　グラミン銀行

フィールド日記

国際協力ひろばくひと＞

　　　//　　　　　　　　＜地域＞ＡＭＤＡ支援コンサート

神奈川支部だより

栃木便り

AMDA国際医療情報センター便り

寄付者等名簿

事務局便り

遍照(3)回頁
ＡＭＤＡネパール子ども病院開所式

11月２日にAMDAネパール子ども病院：現地名

“Siddartha Children and Women Hospitjlの開所

式を開催しました。式には現地住民約2､000人と

日本から支援キャンペーンを行って下さった毎日

新聞社の万をはじめAMDA子ども病院プロジェク

ト関係者、スタディツアーメンバー等約30人が出

席し、皆で開所を祝いました。
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緊急救援活動報告

第一次二カラグア緊急救援活動報告書

　　　　　　　<19981126＞

　　　　　　　　　　◇　　　　　　　看護婦　鳥居　千晃

期　間

　1998年11月11日～11月21日の10日間。

日本から現地に到着するまで約2日かかる。その他現

地調査を除き実際に医療活動ができたのは約3日間で

あった。

被害状況

　10月29日～11月３日　ニカラグア北部・ホンデュ

ラス南部に熱帯性低

気圧MITCHによる

大雨が一週間続く。

同時にカシーヌ山の

山崩れも起こり約

2､600人ほどが死亡。

行方不明者は８８６

人｡ニカラグア人目

450万人中、被害件

数153､833家族、全

壊の家21､275件､半

壊の家15､093件に

ものぼる。カシーヌ

山のふもとには、ま

だ多くの死体が埋まっており異臭を放っている。1ヶ

月ほどたつ今も処理されていない死体がまだ多くあ

り､大や豚のえさになっているというひどい状態であ

る。都市部では被害はみられないが､奥の方に行くに

従って､橋という橋は全て壊され､川の中や造なき道

を通って進んだ。作物は大部分が枯れてしまってお

り、以前は家が多く建っており、とうもろこし畑が一

面にあったというところが全て流され一面の沼地に

なってしまい流されてきた木の株や石がぼつぼつと横

たわっているのみである。１日300円（CS30）で政府

より雇われた人々があちこちで迂回路の造成や､橋の

補修工事をしている。

I　AMDA Jouma1 1999. /

活動内容

　チナンデガ県とレオン県の県境に設置されたラビル

ヘン地区被災民キャンプにて診察を行った｡数ヶ所あ

るキャンプのうちでは最大のものであり最も被害の大

きかったチナンデガ県の被災民450名ほどを収容して

いる｡その近くに元学校らしき小さなほったて小屋が

あり、薄汚く暗く、電気や水もない雨漏りのするようｆ

な所であったが他には何もない為そこを診療所として

医療活動を行った。近

くに医療施設はないよ

うで遠くのキャンプか

ら長い時間かけて歩い

てくる人もおり、毎日

大勢の患者が押し寄せ

た。とても医者１人看

護婦1人ではやりきれ

ず地元の医者3名の協

力を得、190名ほどの

診察をする事ができ

た。５時半以降は暗く

なってしまい電気もな

い為毎日押し寄せてく

る全員の患者を診ることができなかった。

　主な患者は、気管支炎、インフルエンザ、下痢、精

神不安定、パラシトーシス（寄生虫疾患）、マイフー

シス（皮膚病）などが多くみられた。自分の家、大切

なものが全て流され､ある者は家族を亡くし目の前で

恐ろしい光景を見続けたであろう｡この診療所に来た

患者の多くは、食欲低下や不眠､Sexがうまくできな

くなったなどと訴えた｡悪夢にうなされて､夜よく眠

れなかったり､雨が降ると恐怖で泣き出す子供がいる

という。実際にこの災害で親を亡くした子どもも多

く、山の頂上のゴミ捨て場に住んでいる子どもにも

会った｡薬を与えれば治る身体的疾患とは程遠い精神

的問題は、薬に頼ることができずとても難しいと思

｛
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１

「

う。慎重に対応し、少しで

もその不安や恐怖の軽減が

できるよう、時間をかけて

ゆっくりと耳を傾けてあげ

る事が必要と思われる。

　　　(主な診療内容・医療活動)
●１．内服・点滴治療

２

３

４

５

６

結膜炎予防として､妊

婦以外にワロラムフエニコール点眼

精神不安定患者に対しカウンセリング

コレラ・赤痢・レプトスピラなどの伝染病予防

としてポスター作成し、指導にあたった。

豆・チーズ・小麦粉・砂糖・油などの配給

全員にカロリーメイト、子どもにORS（脱水状

態を改善する経口補液）を支給した。

　　最後に

　　　今回日本からは､渡久地医師と私の2人のみが現地

　　入りした｡現地の状態やどのようにプロジェクトを進

奉行していったらよいのかよくわからない私たちにとっ

　　て、ＡＭＤＡの調整員として無償で慟いて下さったハ

　　巻ご夫妻の助けは多大であった｡ご夫妻はODMjCの

　　一員として10年以上ここニカラグアにて東洋医学を

　　普及されている方である｡先生は現地の事にとても詳

　　しく､現地の人達から信頼されておりとても顔のひろ

　　い方である。そのハ巻先生の下、スムーズに更に安価

　　にてこの活動を進める事ができた。

　　　初日に自分達がもってきたダンボール5箱の医薬品

　　全てがマナグア空港にて消失してしまった時､帰りの

　　チケットが無くなってしまった時､その他私たちはと

　　てもそそっかしい事が多く､全ての事で大変なご迷惑

　　をおかけした｡しかしそんな私たちを見捨てる事なく

　　先生はよく2人の息子さんの話やニカラグアの文化の

　　話をして笑わせて下さった｡空港でも見送りしていた

　　だき、出発までの１時間以上の間、ロビーで一緒に

待って下さり最後に「楽しかったよ」と言って下さっ

た。ハ巻先生の様々な視点からの物の考え方、ボラン

ティア精神あふれる優しい人間性にはとても感動し

た。しかし日本帰国後、ハ巻先生が疲労で寝込んでし

まわれたという一報を聞き､はっきり言って申し訳な

い気持ちでいっぱいである。感謝の意と同時に、一日

も早いご回復をお祈りしています。また今回、このプ

ロジェクトが始まってから事務所に泊まり込みでこの

プロジェクトを陰で支えて下さっている岡崎さん､ア

フガニスタンプロジェクトでお世話になり今回この活

動に参加しないかと声をかけて下さった成渾さん､そ

の他本部の皆様､募金をして下さった方々のお陰でこ

のような貴重な体験ができ本当に感謝しています｡あ

りがとうございました。

　そして今後は､医療活動と同時に復興に向け社会的

生活を取り戻せるような長期的な援助が必要と思われ

る｡この災害は阪神大震災の数倍の本当に規模の大き

い悲惨なものである。この災害で全てを無くし、恐怖

におののく人達、ゴミ捨て場に住む子ども達に対し、

何とか少しでもおいしいものが食べられたら､皮膚が

かゆくならない清潔な服を着る事ができたらと思っ

た。1人でも多くの方に援助の手を差し仲べていただ

けたらと思う。

/1/W)/L/or,7α/7999.7　3



緊急救援活動報告

中米ハリケーン緊急救援活動（二カラグア）

　　　　　　　＜第二次医療チーム＞

　　　　医師　ララ・ゴログリー（Laragh Gollogly）

　　　　　　　　　AMDAカナダ支部　　　　　　　　　　翻訳　藤井倭文子

　1998年11月18日ニカラグア到着後、我々第二次医

療チームは第一次医療チームによって設けられたポソ

ルテガ地区避難所へ直行した。この被災地には約400

人が収容され､その約半数はイタリア政府によって準

備されたテントで生活しており､他の半分はハリケー

ン･ミッチ襲撃以前から住んでいた各自の住宅で生活

している。この村はレオン県から約20キロ西にあり、

主要道路から少し入ったところにある｡この道路では

大掛かりな橋の再建が行なわれているが､何とか通行

可能である。

　殆どの住民は農民

で一家族あたり平均

５人の子どもがいる。

村は砂糖きびや大豆

畑に囲まれ､大きな牛

の群れや数頭の子馬

やカンキツ類の木が

沢山ある｡先在してい

た半数の家屋は泥流

によって破壊されて

いるが､住民の健康状

態は村民､被難民を含

めて比較的良好であ

る。栄養状態も良く、災害によるショックも少なく、

実際に問題がある場合にはポソルテガやレオンに行け

る定期バスが走っている道路にも近い。

　ここでは帝王切開や盲腸炎の手術が一番多く行なわ

れ､ときおり熱湯やミルクによる小児やけどが治療さ

れないまま廠痕ケロイドになりそうなケースも見受け

られた｡この自然災害で健康への影響が多分に憂慮さ

れ過ぎたきらいがある｡そういった過度の懸念も時を

得た援助がなされれば､そこまで心配しすぎなくても

すんだのではないか｡患者は精神的ショックを受けた

４　Å肘/Mj。ru/7999.7

人が多く、外傷者は少ない｡亡くなった人は明らかに

即死している。

　水はトラックによってこの村に搬入され､ユニセフ

から供給されたニつの大きなゴム製の袋で分配されて

いる｡長期にわたるこの水の問題の解決策は現在検討

中である。食物も救援機関によって配布されている1‘'や

が､通常の食料源の代わりとなるものではなく人の好

意によるものだと思われる。

　現在学校は閉鎖され

ておりこの村における

水難を免れた鍵のかか

る唯一の建物なので、

診療所はこの保育園で

聞かれている。この建

物は約15平方フィート

の広さで、水も電気も

なく二つの窓に鉄の網

がついている。ニつのrS

ベッドと、黒い間仕切

り、テーブル一台､腰掛

け３脚、多数の子供用

椅子、一台の長くて低

いテーブルがある｡このテーブルの上に医薬品を置い

ている｡ここは施錠され村から選ばれた子供が毎日掃

除している｡この診療所の最大の欠点はぐるりを取り

巻く光線の不足である｡日中でも懐中電灯で患者の診

察をせざるをえない｡西側の窓の下のベッドではそれ

程でもないが､常にドアの外にいる群衆が窓から中を

見るために動きまわるので、患者にとってプライバ

シーはほとんど無い。

　次に考慮しなければいけない点は､この建物はもと

もと保育園として使用されていたので､再開されなけ



ればいけないし、少なくとも診

療所と共用しなければいけない。

もしこの建物が常置クリニック

として使用されるならば、改善

は比較的簡単で一部保育園とし

て使用されても、両立できうる。

　　　もしAMDAがこの村で活動を続●

けたいなら、参考までに下記事

項を提案させていただく。

　４フィート部分の波型の鉄製の屋根の一つを周囲を

取り巻く光線を十分利用するために波型のプラス

チィックに取り替える。内壁を白く塗る。鍵のかかる

薬品を入れる収納家具を作るか人手する｡それにより

クリニックで診療の無い時でもクリニック全体を閉め

る必要は無くなる｡雨水だめタンクを作り正面人目の

外側に蛇口を設け､もし必要なら診察前に患者の足を

洗う事ができる｡窓をおおわなくても患者のプライバ

シーを維持するために､不用なときは移動できる独立

　　　したスクリーン（間仕切り）を作る。東側の壁の外側
●

にそってベンチを置くと待っている人達のために便利

である｡これら諸々の改善はクリニックの日々の機能

を大変楽にする事ができ､その土地の住民の技術や材

料を使って簡単にできる。

　ここの住民の医療の必要性に関しては､現状では健

康状態も良く感染性伝染病でさえなければ､常勤の医

師の必要はない｡現在問題となっている症状は妊娠可

能な年齢の女性の尿管感染､子どもたちに様々な良性

皮膚科系の症状や全年代をとおしてウイルス性の喉頭

炎である｡一番良く求められる薬品は頭痛や一般的な

鎖痛剤である｡母親たちは度々ビタミン剤やワクチン

を要求した｡このクリニックでの第二次医療チームの

診察期間中には特に重症患者はなく、ほとんどの診察

は差し迫った必要からではなく､好奇心によるものだ

と思われた。この点を考慮して、もしこのクリニック

が続行されるならば､その焦点を深刻な緊急救援自体

より予防医学や保健医療に変える事が賢明かと思われ

る。

　健康な乳児の検診、成長グラフ、胎児期の注意、予

防接種や感染予防管理等もこのクリニックで提供でき

る。歯科衛生は特に必要とされる分野である。全ての

子どもたちは虫歯にかかっており､殆どの大人たちも

大部分の永久歯をなくしている｡これら全ての機能は

パートタイムのクリニックとして､例えば毎週２－３

日の午前中のオープンで可能である。もし更に供給源

（情報・知識等）の提供があるならば、現地住民のた

めのマラリアの状態や他の感染疾患などの調査も行な

う事ができる。いずれの調査もまず第一に診断装置、

顕微鏡､スライドや遠心機無くしてはその量を定める

ことは不可能である。

　最後に、このＡＭＤＡプロジェクトは今日の二カラ

グアにおける､農村住民に関して大規模な自然災害と

効果的に組織化された時を得た援助に関連して学ぶ興

味深い機会だと思う。この経験から得た疫学に関する

どんな教訓でも確かな資料をもとに実証されるべきで

ある。筆者はここの住民の健康水準はなかり良いの

で、過度の援助は必要と思わない。将来、特にこのプ

ロジェクトがとる方向に関心を持っている。

/1MZ）/1お『u/ /999./　5
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緊急救援活動報告

●

ホンジュラス現地からの報告

　災害復興状況：首都テグシガルパ

　　＜11月29日災害から４週間＞

　　　　　　　　◇

　調整員　関谷　武司（第3次派遣ﾁｰﾑ）

　被害のひどかった街の中心部やその隣のコマヤグエ

ラ地区では､表通りはブルドーザーなどで泥の大部分

が取り除かれた。ただ、残った泥が乾燥し、すさまじ

い砂埃が舞いあがっている。歩いていると異臭が漂

い、鼻の穴は泥で真っ黒。災害発生からすでに４週間

過ぎたが、裏通りにはまだ泥が残ったままで、かつて

協力隊員が住んでいた通称日本人アパートの前などは

1.5mほども溜まった泥が残されたままで通行不能。

阪神大震災のときのようにあちこちで建物が崩壊し、

どこから来たのかと思

うような大きな木やぺ

しやんこになった車が

転がっている。

　壊れた建物の中で

は、何を探しているの

か自分の背丈ほどの泥

をかき分けて、何かを

袋に詰めている人がち

らほら。自分も通った

文部省の建物はすべて

の窓が割れ（前から何

枚かは割れてはいた

が)､前の道路はいまだに水に浸かり車も通れない｡橋

のたもとの大きな木を見上げれば、７、８ｍの高さの

枝までごみが引っ掛かっている｡通りすがりの人に声

をかけると､｢これでも格段に良くなった｣と答えてく

れた。

　乾季にはちょろちょろとしか流れていなかった汚い

チョルテカ川が､今は最大水深13mの湖である。河川

敷にあったイスラの運動公園はいまだ水に浸かったま

まで、サッカーゴールの頭だけが覗いている。大統領

官邸も異臭とごみさえなければ､湖のほとりに建つ中

世ヨーロッパの城といった印象だ。しかし、この巨大

な水溜まりの下には一体何人の遺体が腐乱しているの

かわからない。不気味な気泡が水面に浮かんでくる。

6　Aj田Mjam�7999.7

早くこれを何とかしないと伝染病の巣になるのではな

いかと危惧されるが､政府はどうして何も手を打たな

いのだろうか。

　かつて、JICAの秘書をしていた友人の家を訪ねて

チレという地区へ行くと､橋のたもとで何台もの車が

泥に埋もれたままになっていた｡治安維持と交通規制

のためにやたらと軍人や警察官の姿が目立つ｡彼女は●

エルサルバドルに婦って居なかったが､年老いた母親

が壊れた家の隣にいた。顔を見ただけで涙があふれ

た｡彼女の今居る家はえ

ぐられた土手から３軒

目。彼女の話によると、

本当は５軒目なのだが

２軒は川に流されてし

まった｡秘書をしていた

娘さんはちょうどハリ

ケーンの来た10月末が

出産予定日だったが､出

産が早まりコマヤグエ

ラの病院に入院してい

た｡体調が回復して退院

した後､その病院は洪水

で壊れてしまったとのことだった。

　ここテグシガルパでは今､自衛隊の活動が目立って

いる。彼らは自衛隊、JICAの職員、それに協力隊員

の混合チームで、ホテルアラメダに司令部がある。

被害のひどい下町に実働部隊のテントを構えている

こともあり､初日にはテントのある公園をぐるりと取

り巻いてしまうほど大勢の人が押しかけたらしい｡11

月26日に私が訪れたときには40人くらいが患者の仕

分けをするテント前に座っていた｡ホンデュラス人が

整然とおしやべりもせず椅子に並んで座らされてい

る光景は､この国で活動してきた私には極めて奇異に

映る。びしっとやればできるのだ。ここで患者は、内

科･外科･小児科に分けられるようで、すぐ前に張ら



　　れた３つのテントヘ送られる。た

　　だだ（お金がいらない）からと使

　　乗して薬だけを求めてきた者は、

　　こちらへは入れてもらえない。

　　　今回の各国の緊急援助について

　　現地人の評価が最も高かったのは

゛●メキシコが行った災害直後の大掛

　　かりな中心部の泥の排除だった。

　　もちろん他の地区ではまた違う評

　　価があるのであろうが、メキシコ

　　の対応の速さと的確さが好評を得

　　たようだ。金額的にも人的にも比

　　較にならないほどの大きな援助を

　　行ったアメリカに対しては意外な

　　ほど評価する声は少なかった。日

　　ごろからの対米感情がそうさせる

　　のかもしれない。日本はさらに遅

　　い対応であったが、前述のように

　　自衛隊の医療活動は評価が高い。

　　そして、日本では知られていない
1
が、災害直後に日本大使が即決し

た南部地方への幹線道路の復旧支援は非常に喜ばれて

いる｡首都へのガソリンや食料品の供給がこの幹線道

路に大きく依存していたため､災害直後たいへんな混

乱があったようだ｡わずかな援助額であったと聞いて

いるが､緊急援助はそのタイミングと支援の的確さが

すべてであることを示す好例であろう。

　今回の災害における日本の緊急援助を振り返ると、

初めての自衛隊の海外派遣､現地で活動していた協力

隊員のフレキシブルな活躍、民間NGOの自在な取

り組みなど､これまで顔がみえないと批判されてきた

日本の国際協力活動の中で､日本人がよく見える支援

活動だったのではないだろうか。世界では次から次

へと問題が起こり､中米のハリケーン災害もすぐに過

去のものとして人々の意識の中から消されて行くだろ

うが、2000年までこの国の農業は回復できない状況

にあり､今後も回復に向けた支援を続けなければ国家

存亡の危機を乗り越えることは難しいだろう。

　テグシガルパが一望できるピカチョ山の展望台から

見下ろすと、川幅が以前の3倍にもなったことが目を

引くが､電気の配信が回復した今、ここの夜景は以前

の美しさを取り戻している｡この国の経済状態もこの

ようにすみやかに回復すればいいのだが。
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ＡＭＤＡネパール子ども病院オープンの報告
　　　　　　　◇

医師　連

　ブトワールの街を抜けて、貧しい村を通り過ぎた

後､突然暗闇の中から所々明かりのついた病院が幻想

的に眼前に現れた。近代的で、芸術的で、不思議に周

囲との違和感もなくＡＭＤＡネパール子ども病院は

たっていた。まだ設計図でしか見たことのない病院、

床面積1000m2と決めたのは、集めた金額からはじき

出したとはいえ小さすぎなかったのかなどくよくよと

考えていたが、この瞬間にすべて吹っ飛んでしまっ

た。院内を案内してくれたDr.Pokhare1は本当に楽し

そうであった。 ＮＧＯ国

際ボランティア活動を

始めて３年目、異文化・

言語の壁を乗り越え一

つの事を達成したとき

の喜びを初めて噛みし

めた一瞬であった。

　1998年11月２日の

ＡＭＤＡネパールの子ど

も病院の開所式に先立

ち､私は去年に引き続きＪ

カトマンズのカンテイ　’

小児病院で数日間手術

利　博

Pokhare1は私に強い意志と情熱があればどんな夢でも

実現させうることを教えてくれたと挨拶したのだが、

今振り返ってみれば､その時の私はあまりにもナイー

ブであったように思う。その後幾多の問題を乗り越え

てきたことか。この夢は決して容易なものでなかっ

た｡この問題解決への努力の原動力は何だったのだろ

うか？それは日本人とネパール人との間の人間の絆で

ある。すなわち、毎日新聞読者のドナー１人１人の思

●

いがこもったスポンサーシップの上に成り立つ

開所式では篠原基金の紹介も行われた

指導を行った後、10月29日に病院のオープンに向け

最後の準備を手伝おうと､私と共に薬剤師や看護婦が

ブトワールに移動した｡翌日からこの村を通るとバサ

バサの髪で裸足で身なりは貧しいが､楽しそうに走り

回っている子ども達がまとわりついてくるようにな

り、やがて手をつなぎ、何人かの名前も覚えた。５才

までに10人に1人は死んでいくのだから、すでにその

洗礼を受けた子ども達なのであろうか。

　11月２日の開所式で私は次のようなスピーチをし

た言4日前に夕闇の中にこの病院をみたとき、幻想的

で夢のなかにいるようであった。実際、５年前は夢で

あったのだ。2年前のブトワール市関係者との会合で

は、私はDr.Pokhare1には小児外科を教えたが、Dr.

8　/1Mf)A.lour皿t1999、｜

AMDA-JapanとＡＭＤＡ-

Ｎｅｐａ１のパートナー

シップであり、私とDr.

Pokhare1との間のフレ

ンドシップなのであ

る。建物だけ立派で

あっても医療のレペル

が立派でなければ何の

意味もなさないであろ

う。私たちは医療レペ

ルを向上させるべく頑

張りますので､どうぞ､●

皆様も向後５年間で白

立できるよう頑張って下さい｡」

　このAMDAネパール子ども病院建設計画にはいろ

んな人が関わった｡特筆すべきは世界の建築家安藤忠

雄氏がボランティアで設計を担当してくださったこと

もさることながら､毎日新聞社会事業団によって行わ

れた募金活動である。毎日新聞社の飢餓、貧困、難民

救済キャンペーンを20年続けたなかでの「報道だけ

でよいのだろうか」という新聞記者自身のなかの意識

改革と一挙に３千万円また後になって1600万円の追

加という金額がアジアの援助に集まったということで

ある｡このことはとくに阪神大賞災という未曾有の経

験があったからこそであるらしい｡努力があれば運も

ついてくるものである。さらに、その後11月16日に



毎日新聞大阪本社で大口寄付をし

て下さった松下電器産業労慟組合

ｌ

さんや大阪ガスさんの出席のもとこ

病院完成の報告会が行われ、私も４

出席した。このプロジェクトに関

わった毎日新聞社阪神支局の藤原

1さんたちのグループが「坂田記念

　　ジャーナリズム賞」を受賞され、そ

　　の副賞100万円をそっくりそのまま

　　ＡＭＤＡに寄付していただいた。

　　ＡＭＤＡネパール子ども病院附属の

　　ＡＭＤＡ国際ボランティアセンター

　　の2階部分が資金不足のため未完成

　　でありこれに使うようにとの指定で

　　ある。今回の子ども病院建設・運営

　　計画が成功したかどうかは、５年後

に問われる。まずＡＭＤＡネパール子?¬

ども病院は自立していなければなら諭

ない。ブトワール市や商工会議所の1.

ｙ門燃万言讐ヅツサ
であろう。さらに保険のようなシステムを院長のDr.

Pokhare1は考えている｡我々も一緒になって知恵をし

ぼってあげなければならない。

　医療の質を向上させ維持するという重要な役割はこ

れからの私たちのチャレンジである｡ネパールの看護

学はまだ未熟である。以前にJICAでネパールの看護

を研究された富田万里子さんが今度日本でリタイアさ

れ､第二の人生を婦長としてこの病院の小児看護の確

立にかけることとなった｡将来ネパールに小児看護学

が確立したとしたら、「日本式看護学がブトワールか

ら」と言われるようになりたい｡私の専門であ｡る小児

外科も高いレペルで維持したい。

　曾野綾子さんの言葉「生きがいのために自分の人生

と激しくかかわっていきたい｡」という言葉をあらた

めて肝に銘じる次第である。

開所式に集まった人々

AMDAネパール子ども病院外観

明るい待合い室

Åμ/知力gru/ /999. /　9
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　ＡＭＤＡネパール子ども病院報告

ネパール子ども病院における外来診療内容に関して

　　　　　　内科医帥　高橋　哲也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎日新聞提供

　去る11月２日開院式典が盛大に行われた。その翌日

より外来診療のみ開始されている。今回は開院より

１ヶ月間の外来診療における集計を行い報告する。

　外来は現在３診　小児外科外来Dr.Rameshwar

Pokhare1､小児科外来高橋哲也の体制である。小児科

に関しては今の段階では外科､内科をあまり分離せず

診療を行っている｡Dr.Rameshwar Pokhare1はその日

の患者数や、高橋とDr.Binod Parasuliのコンサルト

に合わせて院長業務を速やかに中断し診療に参加する

形式をとっている｡産科･婦人科に関してはDr.Binod

Parasuliが担当しているが研修医としての立場でもあ

り､いつから婦人科的な専門の診察が始まるかまだ今

後の課題である。

　受診者数であるが一ケ月の間に延べ1377例、うち

新患者数は1211例であった。受診日で割ると一日当

たりの受診者数は小児科40.7例、婦人科19.2例の計

59.9例である。小児科の性別では男児519例､女児416

例と男児が多く受診する傾向がみられた｡この傾向は

ネパールのどの医療機関でも共通に認める傾向で男児

ほど大切にするという家族の気持ちの表れであると言

われている。

　ここからは高橋が一ケ月間に診察した小児例529例

のみを対象に集計した。グラフ（P12）が示す通り受

診者数の年齢分布では年齢が低い程受診者数が多い傾

向にある｡病院のポリシーのひとつである地域の乳幼
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児死亡率の改善という意味からも今後期待が持てる傾

向である。

　次に疾患別の表を示す。 529例のうち初診患者498

例のみを対象に集計している｡疾患分類としては呼吸

器疾患がもっとも多い｡これはいわゆる感冒を呼吸器

疾患に含めるために見かけ上多くなっている｡次に消●

化器疾患が多い｡これは下痢を主訴に受診する患者が

多いためである。この時期は比較的下痢が少ない方で

あるがそれでも受診者の４分の１を占める。細菌学的

な診断はまだ十分に行われていないが､起因菌として

ランブル鞭毛虫が多いと言われている。更に皮膚科

的、耳鼻科的な疾患が目立つ。皮膚では疹桁が多い。

手や足だけでなくほぼ全身に広がった例が多く、とき

には細菌感染を起こし広い範囲に濃化疹を形成してい

る。家庭の衛生状況に由来するためと考えられる。耳

鼻では中耳炎、外耳道炎、耳垢閉塞が主である。これ

らが多い理由は耳垢を取る習慣に乏しく外耳道を不潔

にしている子どもが多いことによる｡耳垢で閉塞した

外耳道から濃が流れ出してから受診する患者が後を断１

だない。経過の長い患者は鼓膜がすでに搬痕のみと

なっている例も少なくなく、中枢神経系の発達という

意味でも将来が心配される。

　入院適応の患者や歯科治療が必要な患者に関して

は､現在同じブトワール市内にある総合病院に紹介し

ている｡ここも医師不足が問題となっているがさしあ

たり必要な科は揃っている｡また国の休日と病院の休

日を重ならないようにしているため互いの病院を職員

が訪ねやすく現在よい協力関係を保っている。

　ネパールに来る前から聞いてはいたことだが感染症

の多さにはやはり驚いている｡臨床診断での集計であ

るが91％が感染症であった。また診療の中で多くの

子供に接していると体重の少ない子どもが多い事に気

付く。診察患者数もそろそろ1000人近くなるがまだ

一人も肥満児を見ていない｡清潔な服を着て病院に来



ｌ

１

診察中の筆者

身体検査をするポカレル医師

階段でなくスロープになっている

待合い室

日本とネパール合同の看護婦さんたち

検査室

れる患者は日本の子どもと同じぐらいの体重があるの

で人種の差ではなく､環境要因が主であると考えられ

る｡現在看護婦が受診者全例に対し身長､体重､体温、

脈拍の記録を行っているので､いずれ受診患者全体と

してのデータが揃う予定である。

　今後病院では2月を目標に入院患者の受入れを開始

し、その後順次手術、時間外救急、分娩と仕事の範囲

を増やして行く予定である。
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疾患分類（例） 疾患名　　（例） 疾患分類（例） 疾患名　　（例）

呼吸器　171

消化器　129

皮膚　　　70

耳鼻　　　40

上気道炎　　88

気管支炎　　65

気管支喘息　10

肺炎　　　　７

肺結核　　　　１

胃腸炎　　　122

便秘　　　　４

急性肝炎　　３

皮膚炎　　　33

疹桁　　　　26

皮下膿瘍　　11

外耳道炎　　22

中耳炎　　　　５

耳垢閉塞　　　３

扁桃炎　　　10

整形外科　　６

歯科　　　　８

眼　　　　４

泌尿器　　　３

循環　　　　２

検診目的　　２

その他　　63

　　　　　　　６

鯖歯　　　　　８

結膜炎　　　　４

尿路感染　　　３

先犬陛心疾患　２

　　　　　　　２

リンパ節炎　13

水庖療　　　　２

風疹　　　　　２

不明熱　　　　７

その他　　　　39

計　　　498

小児科受診者年齢分布

受診者数(人)
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年齢

　最後になりますが現地ではマンパワー不足がもっと

も問題となっています｡職種や経験､短期長期を問わ

ず多くの日本人に現地を訪れていただき､一緒にボラ

ンティアをしたいと願っています｡多くを準備する必

要はありません､気持ちも荷物も身軽にして来て下さ
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い。そして肩肘張って支援する事のみならず､一時的

に日常生活を離れてみて医療とは何か、日本、家族、

自分自身とは何かなど普段近すぎて見えない何かを自

分なりに見つめるいい機会にしていただきたいと思い

ます。



ＡＭＤＡネパール子ども病院附属障害児学校起工式

ﾈﾊﾟｰﾙ子ども病院開所式に引き続き､病院に併設
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AMDA高校生会からブトワール市民の皆様へ

ナマステ

　私たちAMDA高校生会は、いよいよネパール子

ども病院が活動を始めることになったことを聞き、

ネパールで苦しんでいる人々が少しでも助かるとい

う大きな喜びとブトワール市の大きな発展という新

しい希望を感じています。

‘ＡＭＤＡ高校生会はAMDAでボランティア活動に

取り組んでいる25名の高校生の集まりです。週に

二回ＡＭＤＡ本部にて活動をしています。一昨年よ

り本格的な活動に取り組みはじめました｡中国や旧

ユーゴスラビアプロジェクトの勉強会や現地訪問を

通じて集めた情報をもとに支援活動の計画を立てま

した。一昨年は､大震災のあった中国での学校再建

プロジェクトに参加し､被災地に小学校を完成する

ことが出来ました。

　昨年からは､ネパールの未来を担う子ども達を助

けたいという思いで､活動を始めました。夏休みを

利用して､AMDA高校生会から数名がネパールを訪

問し、そこで､明るく元気なネパールの子ども達と

の出会いました。また、障害者でありながら決して

希望を捨てない子どもの力強さに圧倒されました。

ネパール子ども病院の敷地内に､できるだけ早い障

害児学校建設の必要を感じ、『ネパール子ども病院

付属障害児学校建設プロジェクト』を支援すること

を決めました。

　そこで､私たち学生でも小さな活動からAMDAの

プロジェクトに参加できるということを知りまし

た。その具体的な内容としては、郵便による募金の

呼びかけ、商店街バザーや大きなイペントヘの参

加､インターネットでの協力の呼びかけなどいろい

ろな事をやってきました。しかし､ＡＭＤＡ高校生会

の力だけではなかなか大きなお金を集めることが難

しいことも痛感しました。でも、小さな一歩でも始

めれば､少しずつ協力しくれる人々が出てくること

も分かりました。全体の2/3以上の￥2､629､324が集

まった現在、ついに、工事のめどがたち、11月２日

に起工式がとり行われることになりました。ぜひ、

ブトワールに行って式に参加したいのですが､残念

ながら時期的に無理なので私たちの手紙をＡＭＤＡ

代表菅波茂先生に託します。

　私たちはこれからも､世界の人々の心の中に小さ

くても良いから、灯をともしていきたいと思いま

す。そして、その灯を大きくし、さらに大きな松明

にして､世界の人々の心の中に広げていきたいと思

います｡この大きな灯が多くの人達の笑顔を取り戻

す力になると確信しています｡このような活動に参

加できて良かったと心から喜んでいます。

　これからも私たちは、皆様と力をあわせて、一日

も早くネパール障害児学校が開校ができますよう、

がんばります。

　　1998年11月２日　　　ＡＭＤＡ高校生会一同
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一

ネパールヌタディツアーに参加して

「

悠久の自然と現実

　　　　　　◇

藤　元　　節（東京都在住）

　「高校時代の恩師が、ネパールで、いい仕事をして

いるはずなんですがね。知ってます？」。ネパールを

訪ねたことを話すと､毎日新聞社の幹部である後輩に

問い返された。彼は、神奈川･栄光学園の出身。ある

いはと思い､「大木神父なら、お会いしてきたけど」と

答えた｡彼は目を見張った｡AMDAツアーがもたらし

た、この偶然は、ネパールが遠くて、近い国の証拠で

はないだろうか。

　私がツアーに参加したのは､早

々と雲の上に行ってしまった先輩

記者から、ヒマラヤの素晴らしさ

を聞かされていたのに加えて、今

回の子ども病院建設の募金運動に

たずさわったから。豊かとは言え

ないふところをはたいて旅費を訓

達し、カトマンズに着いた途端、

この国の現実を知らされた｡空港

から迎えのマイクロバスに向かう

途中、自らの意志に反して、ネパ

ールの少年たちのグループに、ド

ル紙幣のすべてを施す羽目になっ

てしまったのである。ショールダ

は、一度もなかった。

　｢『ちょっと』と言えば、一時間を意味する場合も、

一日、一週間、あるいは一ヵ月の場合もあります。遅

れるという意味では同じですから､適宜催促しながら

待つほかありません｣。子ども病院の看護婦さんのリ

ーダー、富田万里子さんは、そう笑い飛ばした。こ

のような風土のなかで､募金運動のスタートから二年

余りで、病院の落成十診療開始にこぎつけたのであｉ

大木神父に記念撮影をお願いした｡左が筆者､右は邦

楽演奏の黒住さん（ポカラの障害児センターの庭で）

－のポケットから、現金だけ抜く鮮やかな手口。「旅

行中、困ったことが起きたら連絡を」と記された立て

札の連絡先電話番号を削り取ったのも､スリ君の仕業

なのだろうか。

　貧しい草ぶきやトタンの屋根を石でおさえただけの

家々の向こうに､輝くばかりの子ども病院の建物を目

にしたときの感激は､何と表現したらいいか。オープ

ニングセレモニーで､延々、二十人近くが熱弁をふる

う場面に出くわしたのも初体験｡最前列に、はだしで

座って、目をキラキラさせる子どもたち、式場のテン

トからあふれて､木の上の特等席を確保した人……地

域を挙げてのお祭り騒ぎに何度か目頭をおさえた。

　関空からロイヤルネパール航空機に乗り込み､関空

に帰り着くまで、飛行機がダイヤ通りに飛んだこと
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る｡菅波茂代表をはじめＡＭＤＡ本

部及びネパール支部のみなさんに

感謝したい。

　歩行中は動物たちの落とし物に

注意しないとえらいことになる。

「ガイド、ガイド」と、まとわって

アルバイトの目を求めてくる子ど

もたちに、困惑もした。それなの

に、一週間の滞在で待つことにす

っかり慣れ､細かなことは考えな

くなってしまった｡大局を見るこ

とを忘れる欠陥を指摘されたよう

な気さえした。

　一人当たりのＧＤＰ（国内総生

産)が、日本の四百万円に対し、わずか二百ドルとい

う貧しい国だが､朝市･夕市に出回る野菜は野趣に富

み､食卓にのるためにかごの中で待つ鶏たちも、元気

そのもの｡人々は､いかにも心豊かな様子である。｢お

金では買えない何

かがあるのでは？｣。妙なものを口にした報いを受け

て、シクシク痛むおなかをおさえながら、何度か考え

込んだ。

　日程に､ちょっとハードかな？　と思う而もあった

が､大木神父の実践をはじめ、いくつかのＮＧＯの現

場を訪ねることができたのは､大きな収穫だった。そ

して､一番幸せだったのは、ツアーの仲間のみなさん

に恵まれたこと。機会を見つけて、もう一度、ネパー

ルを訪ねたい。



ネパールヌタディツアーに参加して

ネパール紀行

　　　　　　◇

桐山　隆山（岡山県在住）

　　　私たちが、ネパールのブトワールに建てられる、子

　　ども病院の開所式に参加することを決めたのは､今年

　　の５月末のことでした。

　　　５月25日、東京在住の中国人音楽家、二胡の姜　建

　　葦､琵琶の楊　宝元両氏を迎えて、岡山の､尺ハ､争、

　　リコーダー、詩吟の人達と「AMDA中国プロジェクト

　　支援コンサート」を、岡山市民文化ホールで開催しま

‾●しzﾆ。

　　　会場は、AMDA支援の方々や、邦楽、リコーダー、

　　詩吟の愛好者らで、800席は満員となり、この会のだ

　　めに、中国短大の「松井みさ」さんに作曲していただ

　　いた「連星」～二つの独奏楽器とアンサンブルのため

　　に～と題された､二胡､琵琶と､尺八､筝、リコーダー、

　　ボーカルという世界で初めての組合せによる曲も演奏

　　され、成功裡に演奏会は終了しました。

　　　この演奏会のことでＡＭＤＡ事務所に何回か足を運

　　びましたが、その際､ＡＭＤＡネパール子ども病院の開

　　所式にAMDAから参加することを聞き、又、チラシ

　　も見せていただきました。演奏会の収益金をＡＭＤＡ

　　に寄贈させていただきましたが､そのとき菅波代表か

・ﾌﾟﾂﾞ二二ﾌﾟ徽白ち｢尚
　最初に書いた「私たち」というのは、尺ハ・桐山隆

山、筝･根津章伶、三絃・山本章敦、鼓・望月多津友、

リコーダー・延藤稔、ボーカル・河田葛泉、玉島テレ

ビ･白神康文、アシストとして瀬戸町万富の水田浩人

の8名で「ＡＭＤＡネパール子ども病院オープニング参

加代表団jに加わることになりました。

　11月１日、関西空港からカトマンズ行きのロイヤル

ネパールの航空機による直行使は､1時間遅れで離陸、

途中上海での給油もタイヤがパンクしたのを修理する

作業も加わって､カトマンズに到着したのは予定時間

を相当過ぎていました。

　その後､飛行機にしても会合にしても遅れるのが当

たり前で、日本人は時間に厳重すぎることが判り、ネ

パールに居る間､時間の遅れが気にならなくなりまし

た。

　11月２日、カトマンズから空路バイワラヘ。離陸す

るとすぐ右側にヒマラヤの雪をかぶった山々が見えだ

しました｡40分でバイワラ到着｡音楽グループの女性

4名はホテルで着物に着替えて、マイクロバスでブト

ワールヘ｡道路の両側は大きい本の並木路になってお

り、田圃には稲が実っていたり、刈り取られていたり

で、日本の農村風景というところですが、家は赤レン

ガ造りや草屋根のほったての家であるのがネパールと

いう感じでした。稲は二毛作で､今が刈り入れ時との

ことでした。

　ネパールはヒンズー教の人が9剖位で、牛は殺して

も食べても駄目ということで道路をゆうゆうと歩いて

いたり、寝そべっていたりで､車の方がよけて通って

いて､いかにものんびりとしているように見受けられ

ました。

　子ども病院の人目の赤や黄色で飾られた門をくぐっ

て中に入ると、赤レンガの大きな病院があり、その前

の広場には天幕の大きな屋根の中に開所式用の舞台が

作られていて、カーペットの上や椅子、そして立って

いる人､大人と子供1､000～2､000人位が集まっていま

した。

　開所式の主賓である「厚生副大臣」の来院は飛行機

が遅れているので､先に邦楽の演奏をして下さいとの

ことで、私と延藤さんは急いで着物に着替えて舞台

へ。

　ここには岡山のＡＭＤＡ事務所でいつも顔を合わす、

ネパールの医師ニルマル先生がいて､ネパール語と日

本語で司会役です。

　私たちの演奏は、まず、ネパール国歌、日本国歌、

そして「北海民謡調」「元禄花見踊」最後にネパール

の民謡「RESHAM FIRIRI」を演奏しました。大きな

拍子と「アンコール」の声もあったので、再度「レッ

サン　フィリリ」そして、踊って下さいと言うと、4

～5人の方が唄に合わせて踊り、全員の手拍子で会場

は楽しい雰囲気に包まれ演奏を終えることができまし
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一

　日本と同じ位の気温のつもりで　贈　　二万

行ったのですが、９月中旬位の気　巌゛ﾚ｡卵T祷り　。

　　　　　　　　　　　　　　這詣　､E　　　　　　　閤

温です。男性は汗になった着物を　　　　　　　ぶ

脱いだのですが、女性は着物のま　　　詣皿迢　↑呂言四回

　　　　　　　　　　　　　　一

まです。するときれいなサリーを　自怨言良貨言言y八八｀　‥‥‥‥｡っ｡｡

着た地元の女性や子どもが着物のところに集まって来

て、写真を撮ったり、話をしたりで、まさにアイドル

的存在になっていました。

　予定より2時間位遅れて厚生副大臣が到着され開所

式が始まりました。

　菅波代表や日本人の医師､看護婦さんの達のあいさ

つや紹介､そして地元の人達の祝辞等が続いていまし

たが、ネパール語なのでさっぱり判りません。

　私たちは､病院の中や外で地元の人達やグルカ兵達

と片言の英語や手振り身振りで話をしたり､一緒に写

真を撮ったりしていました。

　式典は大幅に遅れて､記念植樹は電池やローソクの

火を照らしながら行われ、ようやく終了しました。

　病院は「SIDDARTHA CHILDREN ＆WOMEN

HOSPITAL」が正式な名前で、三方が山に囲まれ、南

はインドまで続いているであろう平野が見渡せる閑静

なところにどっしりと建てられています。

　式典終了後ブトワール市内で歓迎合へ招待され､地

元の小中学生による民族舞踊をビールとつまみを食べ

ながら鑑賞しました。ビールはフィリピン製の［サン

ミゲロ］でとてもおいしく、ネパールにいる間中［サ

ンミゲロ］と地酒（焼酎の度のきつい酒）のお世話に

なりました。
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鞠｀四
１

　11月３日、菅波代表は、子ども病院で初診療をして

から帰国｡私たちは､ルンビニのお釈迦様生誕地を観

光してから、バスに8時間揺られて登山墓地の町ポカ

ラヘ。

　ｎ月４日、小高いサランコットの山頂から、アンナ

プルナ山群とマチャプチャレを見ながらの日の出｡雲

一つないネパール晴の中、神々の山々をバックに「春

の海」「さくら」［荒城の月］そして地元のサポーター、c
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

達との「レッサン　フィリリ」。

　ヒマラヤをバックにした尺八､争の演奏はまさに感

激！感激！

　その後カトマンズでのマザーテレサの作った施設の

見学と演奏､そして世界遺産になっている目玉寺の見

学｡更に、多分一生仏の目の底から消えることがない

であろう遊覧飛行でのエベレストを初めとする「神々

の山々」の眺望。

　そして親しみにあふれたネパールの人々。「衣食足

りて礼節を知る」論語の言葉も当を得ていないような

気がします。

　短いネパールであったが、いろんなことを見、聞

き、学んできました。「これからも頑張るぞ」邦楽の

演奏､ボランティアで行きます｡声をかけてやって下

さい。



ネパールヌタディツアーに参加して

私も何かをしなくては！

　　　　　◇

水田　浩人（岡山県在住）

　　　AMDAのネパール･スタディツアーは､私にたいへ

　　ん大きな影響を与えてくれました。今､私はたいへん

　　忙しいことをしておりますが､来年早々にも落ち着き

　　ましたら、AMDAの活動のお手伝いを本気でしなく

　　てはいけないと思っております。

　　　貧しい百姓の子どもとして育った私が､ネパールの

　　農村で見たものは､まさの私が子どもであった頃の半

●世紀以上も昔の姿でした｡裸足で暮らす汚れた服の子

　　ども達、それは50～60年前の私の姿そのものを見る

　　ように思われて、たまらなく悲しくなりました。

　　　私は今､車やテレビ･パソコンなど様々な家電製品

　　に囲まれて、豊かに文化的に暮らしています。そし

　　て、太りすぎを気にするほどの飽食で、まさに幸せい

　　っぱいです。

　　　しかし､先年訪れた中国どころではない貧しい人々

　　の群を、ネパールでは見せつけられて､忘れていたこ

　　とを思い出さされました。何かしなくてはならない。

　　私にできる何かをしなくてはならない､そうした気持

　　ちが湧き出てくるのを強く感じました。

　　　日本でも私の周りには､困っている人､辛い思いを

　　している人が沢山おられます｡私は､そうした人々の●

ために残りの人生を捧げたいと、今、頑張っていま

す。しかしもっと私の活動の場を広げて､AMDAのよ

うに民間の国際貢献をしなくてはいけないことを､今

回、思い知らされました。

　幸いに､私は以前から国際交流に関心があり、少し

前から英会話と中国語を勉強し始めています｡今回の

ツアーでも私の下手な英会話も少しは役に立って､ネ

パリ（＝ネパール語のネパール人）達といろいろな交

流をすることができました。

　少しだけでも英会話ができると､買い物の交渉上手

（値切り上手）だけではありません。邦楽グループの

『大道芸』でのお金集めで、「プリーズ・ポイサ」と言

って、子ども病院への寄付を説明しながら、130ルピ

ー（１ルピー＝２円）をあの貧しいネパリ達から頂き

ました。また帰ってからメモを整理してみますと、10

人の人々の住所メモを貰っていました｡サランコット

の山頂やホテルのサヨナラ･パーティーなどでの邦楽

演奏への人集めと『レッサン・フィリリ』の曲に合わ

せて、「踊って、踊って」とネパリ達を踊らせもしま

した。

　私の出会ったネパリ達は穏やかで気持ちの優しい人

達でした｡そういう人達との交流がたくさんできたこ

とも大きな成果でした。

　忙しさが一段落しましたら､あの優しい人々の写真

を送ってあげて､そこから新しいお付き合いも進めて

いけるのではないかと思っています。そして、インタ

ーネットやＥメールも近々開設したいと思っておりま

すので､いろいろな情報を周りの人々に伝えて、国際

援助活動のお手伝いができればこの上ないと､夢を膨

らませております。

　今回のＡＭＤＡ･ネパール・ツアーは、ほんとうに私

を強く刺激し､私の活動のエネルギーを更に大きくし

てくれるものでした｡多くの方々のご指導を賜りなが

ら､私にできることを少しずつ広げて行きたいと思い

ますので、皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

お連れドさった菅波先生、ＡＭＤＡ事務局の田代さん

やツアーの仲間の皆さん､そして桐山先生を中心とす

る岡山からの邦楽グループの皆さん､ツアーコンダク

ターの長谷川さん､皆さんの暖かいお付き合いに深く

感謝いたします。

　また今回､小学校の同級生に52年振りに再会でき、

ツアーを共にすることができ､新しいお付き合いを始

めることもできました｡本当に世の中って不思議なも

のですね｡良い事をすれば良い事が付いて回るのです

ね。

　夢と希望、そして新しい出会いを有り難うＡＭＤＡ

さん！今、AMDAは私のものになりつつあります。
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Project Report

ミャンマープロジェクト報告

｢子ども病院、これからが本番です｣

　　　　　　◇

AMDA Myanmar 駐在代表

　　　大森　佳世

　11月20日、ギラギラに輝く太陽の下、AMDAミャ

ンマー子ども病院の起工式を行いました｡今後のミャ

ンマープロジェクトの核となる事業の記念すべきスタ

ートです。その前の18日、大使館で草の根無償資金

の調印式が行われました。この模様はサンケイ新聞

11月19日付け記事で､「ヤンゴン発」で載っています。

この報道関係者を入国させるのが困難な国に､何とか

許可を取って、３人の記者とカメラマンが取材に来て

下さいました。ヤンゴン発のニュースなんて、少し画

期的です｡ＯＤＡがストッ

プしているミャンマーで

は、ＮＧＯによる草の根

の活動を通しての国際支

援が､一つの大きな役割

を果たしています｡朝海

大使から、「国民レベル１

の人と人とのつながりが　’

できる活動になることを

期待している｡」と激励

されました。

なし。「はい、やり直しぃ｡」「はい、もう一回」と３

時間にも及ぶレコーディングで､連日の睡眠不足もた

たって声も出ず、もうしんどくって､歌手はこれっき

りで辞めようと心に誓いました。

　起工式前日、我々25人のＡＭＤＡチームは、多くの

ゲストを迎え入れて式の準備を整えた後､深夜までテ１

－マソングと振り付けの猛特訓を行いました｡ここで

２年近く医療活動を行ってこられた吉岡医師も踊りま

す｡はいＰＨＣチーム、は

いモーバイルチーム、

はいヤンゴンチーム、

はいオールドメンチー

ム、はいヤングメンチ

ームといった具合に、

汗ビショビショになっ

甲て歌と振りの練習をし

　ました。ヤングメンチ

ぅ、－ムはそれぞれＡ、Ｍ、

起工式風景

　起工式のエンターテイメントのために、YMCAの

替え歌で､AMDAという曲を作りました。ミャンマー

語と日本語のミックスです。「ヤングメェーン」では

なくて「ミャンマアー、さあ建て出そうよ」、「YMCA」

ではなくて「ＡＭＤＡＡＭＤＡ、病気などおふき飛ばし

てぇ、子どもは元気出そおー」「健康ならぁやりたい

ことお、何でもできるのさぁー」という感じです。ミ

ャンマー諸部分は、この国でも有名な作詞家に、「誰

が聞いても喜ぶような内容に」作っていただきまし

た。そして歌は、今売れている美人の歌手にお願いし

ました。日本語部分は私が担当です。そして停電のた

め､電気がある深夜にスタジオイン。ヘッドホンをつ

けて、「キュー｡」っとレコーディングを行いました。

先生はとても厳しく､風邪気味の私の都合などお構い
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…Ｄ、Ａ、をプリントした「

　Ｔシャツを着て望みま

した。そして先日帰国された桑田医師の、「ミャンマ

ーとみんなは､私にとって本当にタンョーゼン（大切

なもの）｡」というメッセージをスタッフたちに伝え、

「明日はがんばろおおリ」と解散しました。

　　起工式当日、厳粛な雰囲気で式典が取り行なわれ

ました。ミャンマー側からは知事や市長､保健吉関係

者など、日本からは大使館､JICAからも関係者が列席

して下さり、総勢100名にも及ぶ人々が、メッティー

ラディストリクト病院に集まりました。これまでの

ＡＭＤＡの当地での活動を基盤として、誰もがこのプ

ロジェクトに期待を寄せています｡ただ単に建物を建

てて引き渡すだけではなく、これまで直すことができ

なかった難しい病気にも対応できる高度医療施設を備



　えるために、医師や看護婦などの医

　療スタッフの日本とミャンマーの交

　換プログラム、さらには経済的理由

　によって病院にアクセスできない人

　々のための経済支援プログラムなど、

　ソフト面での整備も含まれているか

ｉ　らです。病棟が建つ最も基礎となる

　場所に、この国の風習に従って各生

　まれ曜日の代表者が石を置き、建築

　が無事に進むことを願いました。

　ＡＭＤＡチームの出し物が始まる

と、本部から来た小池総務部長まで

がステージにのぼって来て、一緒に

歌い始めました｡興奮の渦の中､終わ

ってみると観客席から軍人がステー

ジに上がってきて､「もう１回｡」とア

ンコールを求めてきました｡我々もそれに応えてもう

一度｡式の後のパーティーでも政府関係者から何度も

　　握手を求められ、「お金は心配いらないから、このレ;●

コードを販売したらどうだ｡」と、小池総務部長に命

じました。そして「エアフォースワンという映画を作

るから、それにみんなで出ないかぁ｡」とAMDAはス

カウトまでされてしまいました。

　スタッフはみんな､毎日早朝から深夜まで睡眠不足

でありながらも、自分の受け持ちを、楽しく、活き活

きと、疲れるところを知らない勢いでこなし、自ら提

案もするようになりました。起工式、パーティーの

後、クタクタになってオフィスに戻っても、またみん

なでなごり惜しんでギターによって輪になって歌うと

いう感じで、体の疲れも全く気になりませんでした。

サンケイ新聞の方たちも楽しんでおられたように思い

ます。みんなのこんな姿を見たのは初めてでした。

　起工式を皮切りに､今､母子保健促進５ケ年計画の

ハードの部分が､始まったばかりです。いろんな要因

で挫折したり、くじけそうになったら、今の感動を思

い出して、ＡＭＤＡミャンマーの活動を支えて下さる

多くの方々の熱い思いを胸に､一つずつ乗り越えてい

きたいと思います｡AMDAミャンマーの活動は､サン

ケイ新聞が平成11年１月１日から７日連続で掲載し、

また起工式の模様は特集で、お伝えする予定です。ミ

ャンマーでも国内委員会を作って、募金を集めたり、

この事業を進行・監視していきますが、日本でも

ＡＭＤＡ本部に事務局を置く日本国内委員会に、多く

の方々からご支援いただいております｡来年度は、ス

タディーツアーもする予定です。どうぞ皆様、これか

らも、熱いご支援をよろしくお願いいたします｡皆さ

ん一人一人の力が､ミャンマーの子どもたちに伝わっ

ていくことでしょう。
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ＡＭＤＡ本部における研修レポート

　　　　　1998年11月24-26日

　　　　　　　　　◇

ジェイムス・サング（Mr.James Sang）

　　　　ケニヤ厚生省，アフリカ

　　　　　翻訳　藤井倭文子

今回のプログラムから習得した事：

　プログラムの第一日目はAMDAに関する管理組織

について概要を理解する機会を得た｡種々の管理部門

と職員（担当者）について知ることが出来た。各部門

の様々な機能は保健医療に於けるＡＭＤＡの関与する

範囲及びその進展についてよく表している。

　ＡＭＤＡの歴史的背景とその後の活力は人類のニー

ズに対する敏感な反応を示している。

づ固人及び大きな目的を持った個人の集団の順応性あ

る考えが大きな組織に成長した｡この組織によって生

まれたネットワークとプロジェクトは多くの恵まれな

い開発途上国の人々にとって大きな希望である。

一最も興味を起こさせる点はＡＭＤＡが一定のプロ

ジェクトに関しいかに個人､企業､及び他の機関から

その資源を機動させる事が出来るかである。しかし、

継続的な各機関からの支援は多分にＡＭＤＡが着手し

たプロジェクトの成功にある。他のＮＧＯや政府との

ネットワーキング（情報交換）は筆者が研修期間中に

気がついた成功への重要なキーワードである。

－プロジェクト現場でのプロジェクトの進展に対する

取り組み方は非常に大切だという事も学んだ。又､プ

ロジェクト自体の企画､実行､財源問題等に受益者を

参加させるという基本的な概念がプロジェクトの成功

と継続を確実なものにしている｡プロジェクトに対す

る責任感及び所有者であるという意識も成功への重要

な要素である。

－ＡＭＤＡの情報網及びボランティア活動を彼等のプ

ロジェクトヘ取り入れる技術と手段には最も勇気をあ

たえられる｡ボランティアの人々によって示されてい

る献身的な行為は大惨事（例えば、自然災害や人災

等）において大いに望まれる人間の本質的な特性であ

る｡これは異なった国々で様々な人種間での理解を深

め、生活をより豊かにする。
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一加茂川町での地方における保健設備G白1齢者用設備

及びコミュニテイ診療所）は民間保健医療に関して興

味深い体験だった｡保健医療に関する状況は日本独特

なものであり、そのアプローチ（収り組み方）は筆者

の国でも適用できる。また、アスカ国際クリニックの

様な民間クリニックがコミュニテイ･プロジェクトを

運営している事は素晴しい事だと思う。

－プロジェクトをより成功させるためには､受益者が

そのシステムを支援する事が大切だ｡コミュニテイ保

健施設のサービスに対し人々が進んで支払いをすると

いう事はそのサービを維持する上に大切で､彼等の反

応と彼等白身の健康に対する責任感を表している。

プログラムに関する印象：

１

　プログラムは大変印象的だった｡保健医療に関する

管理と運営面においてふさわしいパッケージだった。

NGO活動は大部分が成功のモデル・ケースだ。ここ

での研修は短期間だったがプログラムのアプローチ及

び構成要素は大変すばらしかった。各プログラム･マ『

ネージャーから特に自然災害及び人災を体験した様々

な国での緊急救援における保健医療に関する運営面に

おいて紹介された。

　このプログラムによって取得した経験は将来同じ様

なプロジェクトを効果的に管理する上で筆者の能力を

高めるために役立つと思う。

　最後に、筆者のAMDAにおける研修プログラムの

成功に関しご尽力くださった菅波代表をはじめ､岡安

氏、パンチョ医師、三宅医師とAMDA本部で活躍さ

れているスタッフの皆様に心から感謝している。

AMDAの末長い繁栄とAMDAが提唱されているその

目標及びミッションという花が咲き続けますように。

ありがとうございました。



「

　　　バングラデシュ・グラミン銀行　創設者

ムハマド・ユヌス博士　講演会　報告

AMDAプログラムマネージャー　　　　　　　　。．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ贈四阿黙加勢～
　　　　　高松　知文　　　　　ﾉ湊　-　　ｼﾞ

　さる12月５日土曜日、東京の武蔵野女子大学にて、

ユヌス博士の公開講演会「貧困を撲滅する女性の力」

が行われました｡当日は雨によりさらに寒さが深まり

ましたが、会場は300人ほどかもしくはそれ以上のほ

ぼ満員の聴衆で埋りました｡私もその一人として博士

の講演を聴いてきましたので､皆さんにその内容の大

●　筋をご紹介したいと思います。

　ユヌス博士は、国際協力・開発援助の分野では、い

まや世界的な有名人です。なぜ有名なのか。それは博

士がバングラデシュで始めて成功を収めた､マイクロ

クレジット(Microcredit ; 小目貸付や信用貸付、小規

模融資などと訳されます)の為です。

　この講演から、博士やマイクロクレジット、グラミ

ン銀行のことが分かると思います。

　私の、ここ30年ほどの活動は、どうしたら貧しい

人達が“自立”できるシステムをつくれるかの模索で

した｡私は今日、皆様のような若い人達に自分の経験

をお話しできることを嬉しく思います。なぜなら、若

　　い人達こそが未来の担い手であり､世界を変える力に11　

なりうるからです｡是非皆さんには社会に対しでな

ぜ？”という問いかけを持ち続けて欲しいと思いま

す。社会をより良くしようと一生懸命に考えるなら、

既存のシステムを継承する必要は必ずしもないからで

す。

　バングラデシュはとても小さい国です｡しかしその

人目は1億２千７百万人にも達し、人口密度は世界の

全人口がアメリカ合衆国に住んだとしても及びませ

ん｡そしてバングラデシュ国民は､その半分以上が20

歳未満であり、とても若い国でもあります。

　私は70年代初めバングラデシュの大学で経済学を

教えていましたが、大学の外では飢饉により多くの

人々が死んでいました｡私は経済学を学び研究し、そ

れを学生に教えていながら､自分が貧しさに死んで行

く人々に何も出来ないことに無力感を覚えました｡そ

こで､近くの村に入っていくことを始めたのです｡す

ぐに､私は周りの村に暮らす村人たちこそが自分の先

生であり、村が自分の大学であると知りました。

　私は自分が少しでもその村人遠の役に立てることは

ないかと模索しました。そうするといつも、村人達が

いかに小さな額のお金に苦しんでいるか､ということ

に突き当たりました。

　そこで私はある村で村人42人に、彼らが苦しんで

いる高利貸しへの返済に幾ら必要か尋ねました｡結果

は27米ドルでした。一人でではありません。 42人全

員で27ドルでした(現在だと約3､300円)。私は非常に

ショックを受けました。なぜなら私はそれまで大学

で、数百倍ドル規模の5ヵ年計画といったことを云々

していたのですから｡なのに彼等が必要としているの

は､本当にわずかな金額であり、しかも彼等にその金

額を貸すシステムが存在しなかったのです。

　私は人々に自分のポケットから27ドルを貸し、高

利貸しに返済させました。皆とても喜びました。そこ

で私は｢たったこれだけの金額で喜ばれるのならもっ

と多くの人に同じことが出来ないものか｣と考え、地

元の銀行に行きました。

　私は支店長に､村人達の状況､私の貸したお金がす

べて返ってきたことを話し､銀行として貧困に苦しむ

彼等へ融資することを掛け合いました｡しかし当然な

がら、答えはノーでした。｢あんな貧しく担保のない

人達に金を貸したって返ってくる訳がない｡どうせ酒

やギャンブルに消えるのは目に見えているじやない

か｣。彼の主張はこういったものでした。しかし彼や

銀行には、村人達に融資した経験は一切ないのです。
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・ユヌス博士略歴

　1940年生まれ。国籍バンクうデシュ。米国バンダビルト大学で経済学博士号取

得。 1969から72年まで米テネシー州立大学助教授を務めた後、バングラデシュ

に帰国し、政府経済局企画委員令制委員長を務める傍らチタゴン大学経済学助教

授、75年から89年経済学教授、農政経済計画所長を務める。 76年から83年、グ

ラミン銀行プロジェクト主任、83年ブラミン銀行専務理事に就任、現在に至る。

私は説得を続けました。

　そしてようやく半年経ってから､私が保証人となっ

て300ドルの融資が決まりました。支店長は「どうせ

失敗しますよ」と言っていましたが､私は期限通りに

彼に利子をつけて返済できました｡村人はちゃんと返

済してきたのです。しかし支店長は「貸した人数も金

額も小さかったからね」と言います。そこで今度は対

象の村を二つにし、村人の数も増やしました。また全

額返ってきました。でも支店長は「村の数も二つだけ

だし、人数も額も小さいからね」と言います。そこで

私はもっと村や村人､金額を増やしました。それでも

全額返ってきました。それでも支店長は「まだまだ例

外だ。もっと対象を増やせばとたんに焦げ付くよ」と

言います。

　私がここで言いたいことは、「貧しい人＝信用でき

ない」というのは嘘だということです。この支店長を

始めとして､みな経験もないのにそれを信じてしまっ

ているのです。

　こんな経緯から､私は貧しく担保がないために融資

を受けることが出来ない人々のための銀行をつくる必

要を強く感じるに至りました｡新しい銀行をつくるに

は政府の許可が必要です｡そこで私は政府に掛け合い

に行きました。しかし政府の回答もノーです。「裕福

な層への貸付も焦げ付いているのに､貧しい人達に無

担保で貸すなんて！」という反応です。しかし私は交

渉を続けました。そして2年経過した83年､ついに政

府から銀行として認可を受けることが出来ました｡そ

うして設立されたのが、グラミン銀行です。

　銀行として活動することが認められた私たちは､支

店で待っているのではなくこちらから村々に入ってい

き、人々にグラミン銀行の利用を勧めました。そして

活動していくなかで私たちは､貸出の半分にまで女性

の割合を増やすことを目指しました｡なぜなら男性と

違い､女性はお金をギャンブルなど一時的で自分だけ

の楽しみに使わず､子供だちなど家族とその未来のた

めに使う傾向があると分かったからです。

　しかし､男性が圧倒的に優位である夫婦関係や社会

の伝統､女性がお金を扱うことへのタブー意識などか

ら､女性にグラミン銀行の利用を勧めるのは大変でし

た。あるときなどは、私は村のはずれの本の下で、女
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性の行員が村の女性たちに勧誘するのを見守っていま

した。ある女性は、「母からの唯一の遺言が誰からも

お金を借りてはいけないということ｡だから借りられ

ない」と言いましたので､私は女性行員にこう言わせ

ました汀そう、貴方のお母さんは全く正しいです｡で

もお母さんの時代にはグラミン銀行がなかった｡グラ

ミン銀行からなら借りてもいいと言いますよ」。

　活動を始めて15年ほど経ちました。今ではグラミ

ン銀行は､約4万の村で活動し、女性の比率は94％に

まで達しました。 95年３月には、貸出累計額が10億　Ｃ

ドルを越え、去年の６月には20億ドルに達しました。

そして今年の貸出だけで､5千万ドルになる見込みに

まで成長しました。

　一番大事なのは、貧しい人へ「信用を供与する」こ

とではないのです｡伝統的に銀行は女性を蔑視してい

ますが､銀行が､借りる人にとって意味があるものに

なるよう考え、行動することです。

　現在では、グラミン銀行は､村の人々が自主的につ

くった「子供を学校にやり、卒業させる」などの16ヵ

条の誓や､選挙で投票することを奨励しています｡96

年の選挙では73％の投票率の半数以上が女性という

結果になりました。

　彼女らが欲しているものは、「与えられること」で

も「特別なもの」でもなく、人として正当に受けるべ

き当然の権利なのです。　　　　　　　　　　　　　

ｆ

　以上がユヌス博士の講演でした。今や世界銀行グ

ループも含め、世界レベルの著名人であり、大きな注

目を集めながらも､そうは感じさせない気さくで穏や

かな語り目が印象的でした｡私も含め､会場に足を運

んだ多くの人が､ユーモラスに語られる銀行支店長と

のやりとりなどから、リラックスしながら、博士の活

動とマイクロクレジットについて理解を深めることが

出来たと思います。

　そして、私が講演に足を運んだのは、ＡＭＤＡが今

後、このマイクロクレジットも含む｢ABCプロジェク

ドを広く展開したいと考えているからです。

　次号で､この｢AMDA Bank Complexプロジェクト｣

についてご紹介したいと思います。



Ｓ　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この欄はAMDAボランティアスタッフとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海外で活動してきた経験報告を連載しています。

ミャンマー地域医療プロジェクト

　　毎日が玉手箱

　　　　1998年8月

　　　　ミャンマーに来て２ヶ月以上経

　　ち、生活もすっかり落ち着きまし

　　た｡先日、とてもよくして下さった

　　桑田先生がＡＭＤＡフィールドサイ

　　トから任期を終えて帰国し、私は

　　このプロジェクトでたった一人の
●　日本人になってしまいました。で

　　も不思議とちっとも寂しくありま

　　せん。桑田先生かいなくなったこ

と自体は寂しいのですが、

寂しいと感じる暇もない

ほど忙しく、そしてスタ

ッフがみんな働き者、正

直者でチームワークも今

のところ抜群で、すこし

も心配はしていません。

　でも基本的にミャンマ

ープロジェクト全体を見

ていかなければならない

●　ので｀.日常業務は過激か

つ混沌としています。毎

日、政府(保健省)や日本

大使館、JICA、UNDP、

WHO､UNICEFなどの方

々と会って、プロジェク

卜の進行具合を確認しあったり、

問題点を協議したり、新規事業を

もらうべくファンドレージングし

たりする一方で、プロポーサルな

どの書類作成が膨大な数になりま

す。

　さらにスタッフの働き具合をチ

ェックし、年40％にもなるインフ

レに対処するように、給料や待遇

を考えたりもしています。　ミャン

マー国内に３つのオフィスがあっ

て、ここヤンゴンがセンターオフ

ィスですが、あと２ケ所のフィー

ルドサイトにはヤンゴンからバス

で12時間かけて行かなければなら

ず､その上2回もバスの事故に遭っ

たこともあります。電話もなかな

か通じなくて､1時間後にようやく

つながったこともしょっちゆうで

左から、吉岡医師・筆者・小池総務部長

ミャンマー子ども病院起工式にて

す。このメティーラでは巡回診療

やＡＭＤＡ診療所､給食センター､学

校建築､浄水機設置､プライマリー

ヘルスケアなどなどプロジェクト

を推進しています。これらの活動

は今までにＡＭＤＡ事業に携わって

きた方々の汗と涙の結晶です。

　そして今年の１番のメインは

AMDA子ども病院の建築です。こ

のためデザインを話し合い、見積

AMDA調整員

　大森　佳世

りを出し、資金集めやセレモニー

企画のために､市長や知事､エンジ

ニアとも話し合いました。

　ミャンマーはODAがストソプし

ており、外貨収入がないので、道

路､通信､発電などのインフラの整

備が困難なようです。停電が激し

く、つい先日ジェネレーターを購

入するまでは毎日、日中は電気が

なく冷蔵庫もエアコンも

使用できず、この暑さの

中のびきってしまって、

何よりFAXとパソコンが

使えないので仕事は電気

がある夜に集中するため、

慢性睡眠不足でした。こ

れでは緊急事態にも備え

られないので、ついにジ

ェネレーターを購入した

のですが、すると今度は

燃料の石油代が問題にな

ります。みんながジェネ

レーターを使うと石油代

は上がり、その石油はす

べて国産のものしかない

ので色んなものが滉ざって質は悪

く、まるでイタチゴッコのようで

す。音もガンガンうるさくて仕方

ありません。そしてジェネレータ

ーは電圧変動が激しいので、エア

コンもプリンターもあらゆる電気

機器がしょっちゅう壊れています。

そしてもう無茶苦茶暑いので、ネ

パール人のおじ様スタッフでさえ、

うちのオフィスにステイすると
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｢暑い、暑い｣とのた打ち回って眠

れないと言うので、｢日本から来た

私も暑さを我慢しているのだから、

我慢して下さい｣と頭を下げてい

ます。

　しかしながら、私にとってはと

ても楽しい毎日です。現地の日本

人が一人になったことに加え、プ

ロジェクトが拡大していく中、忙

しくてたまらないのですが、ミャ

ンマー人があまりにもいい人たち

が多く、娘のように接してくれる

ので救われています。本来医療部

門を中心とする国際開発の分野で

来ているはずなのに、いろんなこ

とを教わって、自分白身が成長さ

せてもらっているので、まさに相

互扶助という感じです。保健大臣

(もちろん軍人)から『オマダニ』と

いう日本風に言うと少し妙な感じ

のするミャンマー名をもらったの

で、いたるところで名来っていま

すが､この名前は超･超美人な昔の

クイーンの名前なので、的を得た

名前とはいえ､少し面映く、みんな

からも笑われてしまいますバちな

みに私の通称はAMDAのキャシー

です｡)

　ミャンマー人は日本人が大好き

で､純粋で､きさくな人が多いよう

に思います。アジアの中でもこう

いった光景が見られる国はそう多

くはないのではないかと思ったり

もします。この国の潜在能力や良

いところはたくさんあるのに、日

本の報道の軍事政権を批判する欧

米メディアの手法に沿った一面的

なところはとても残念だと思って

います。先月前述の日本医師が帰

国直前に40度の高熱を出して入院

し、その後バンコクのジェネラル

!4　AMDAJo14rnalj999］

ホスピタルヘ緊急輸送ということ

で私も一緒にタイまで飛んだので

すが、タイですっかり里心がつい

てしまい、早くヤンゴンヘ戻りた

い自分に気付きました。私はミャ

ンマーと、今の仕事がとても気に

入っています。毎日が玉手箱のよ

うです。

　現在はエイズプロジェクトに取

り掛かっています。エイズが深刻

なタイを横にひかえ、ここもかな

りの数の患者がいます。うちの巡

回診療の患者さんにも西が真っ白

になってカビが生え、見るからに

エイズという患者がたくさんいま

す。　しかし知識がないため本人は

それと気付かず（たとえ気付いて

もエイズ検査はお金がなくてはで

きません）、啓蒙教育等も遅れてい

るので、落ち着いてきたタイより

も、放っておくと事態はよほど深

刻だという見方もあるようです。

　ここでは在留邦人が肝炎に罹っ

たり、結膜炎が大流行しており、な

かなか健康を保つのも大変です。

私は幸いにも¬一度の下痢すらして

いませんが、蚊にいっぱい刺され

て斤くて仕方がない毎日ですが、

何とかやっていきます。

　ＡＭＤＡの本部とは毎日Ｅメール

でやり取りをしています。世界っ

て以外に狭いですよね。緊急時に

はFAXやTELでやり取りをします。

Ｅメールの送信は２時間くらい遅

れます。

(仕事編)

　コーディネーターである私の仕

事は、医師をはじめとするAMDA

のスタッフたち、ミャンマーの住

民、ミャンマーの政府、ドナーであ

る日本大使館やＪＩＣＡ、国連機

関などの関係諸機関、私たちの活

動を支えて下さる支援者たちを

ＡＭＤＡのポリシーに照らし合わせ

ながらハーモナイズさせていくこ

とだと思っています。人が集まる

所には必ず利害関係者が生まれ、

それらが対立することもしばしば

あります。それでも目指すゴール

が同じなら、必ず共存できる道が

あると信じています。関係者がそ

れぞれの言い分を主張しながら、

少しでも気持ちよく仕事を進めて

行けるように、コーディネートし

ていくのが私の仕事なのです。

　ミャンマーに赴任して３ヶ月、

あっという間に時間が過ぎました。

ヤンゴン駐在の私は週間スケジュ

ールをたてて、とにかく積極的に

関係機関に足を運びAMDAを売り

込み､相手の方針を確認し､カウン

ターパートと少しでも太いパイプ

を作るように心掛けています。そ

うした中で、こんな青二才の私が

保健大臣をはじめとする関係諸機

関のヘッドだちと話ができると言

うだけで有り難いことだと思う。

多くの関係者の顔と名前を一致さ

せ、初めは何を言われてもドキド

牛して戸惑うことが多々あったが、

勇気を出して飛び込んでいくうち

に、今は関係機関を訪れて話をす

ることが、仕事の中でも一番の楽

しみとなりました。

　私は医療スタッフではないので、

直接に自分がしたことによってミ

ャンマーの人々に喜ばれることは

なく、その点が残念で物足りない

ところです。しかし援助にはいろ

んな形があるのだから、その中で
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　　　自分ができるパートをこなしてい

　　　こうと思っています。自分がした

　　　ことによって関係機関からファン

　　　ドを集めるのに寄与することがで

　　　き、また医療スタッフなどが少し

　　　でも気持ちよくここに滞在し、そ

　　　うした人々の活動を通じてミャン

　　　マーの人々に喜んでいただけるな

　　　らとても嬉しいと思います。そう

　　　した中で関係者から「ありがとう」

　　　と言われると、照れくさいけれど

　　　もとても嬉しいと実感する。莫大

7●　な数のプロジェクトを抱えて次々

　　　と休む間もなく発覚する問題に対

　　　処し、次のステップヘ進むための

　　　用意を重ね、それらをこなしてい

　　　くだけで今までは慌ただしく時間

　　　が過ぎてしまった。今後はもっと

　　　住民の意見を聞き、AMDAの活動

　　　によって得られた彼らの喜びを実

　　　感できるまでになりたいと思いま

　　　す。

　　　　人間関係がスムーズなら仕事の

　　　半分以上は片付いたようなものだ

　　　という見解を間いたことがある。

　　　ここに来て、まさにそれを実感し
●　

ました｡結局､人と人との関係がす

　　　べてであろう。まずは自分たちの

　　　AMDAスタッフが目標に向けて一

　　　丸となる必要がある。 AMDAのフ

　　　ィールドヘ行くためにはバスで片

　　　道12時間の行程を経なければなら

　　　ず、インフラ事情のために電話が

　　　通じるにも30分以上かけて何度も

　　　トライしなければならず、激しい

　　　停電のため、また電気があるとき

　　　でも回線事情が悪いためFAXが使

　　　えず、やりとりは思うようにいか

　　　ないのです。けれども今後もでき

　　　るだけフィールドを訪れ、スタッ

　　　フたちと語り合い、そしてミャン

マーでの活動を思うように進めら

れるようバックアップしてくれる

AMDA本部や支援して下さる方々

への心からの感謝の気持ちを忘れ

ずに仕事を進めていきたいと思っ

ています。

　私は父の転勤のため、生まれた

時から２～３年おきに日本全国を

転々としてきました。子どもの頃

は慣れたと思った頃にまた転校の

繰り返しに嫌気がしていたことも

あった｡小学校の低学年の頃､方言

によって言葉も全く違う転校生に

なかなか馴染めず、何も話せずイ

ジメにもあい、ずいぶん辛い思い

をしたこともあった。そしてどこ

へ行っても自分がどこか異邦人の

ような感じさえしていたこともあ

りました。ＴＶなどで目にする難

民の様子が他人ごとのように思え

なくてこの世界に飛び込んだ原点

はここにあると思います。

　しかしながらこの転校体験は今

となっては有り難かったと思って

います。どんな環境にもすぐ馴染

めるようになったし、ちょっとの

ことでは根を上げなくなったし、

何より弱者の立場が少しでも理解

できるようになった。大学生にな

って一人暮らしをしてみて、家族

も大変だったろうなと、親の有り

難さがつくづくわかりました。家

族のおかげでこの転校生活も耐え

られたんだとわかりました。そし

て行く先々で本当にすばらしい人

々に出会え、この人たちによって

自分は支えられてきたんだと痛感

しています。

今度は私が経営学を学び、卒業後

は社会修行のためと思い、社会の

要でもあるお金を動かす金融機関

で営業職として外回りをしました。

そこでまた人と触れあうことによ

り非常に貴重な体験ができました。

それからＵＮＨＣＲの短期インター

ンとして海外の難民キャンプヘ訪

問。この世界でやっていくための

専門性を身に付けようと、大学院

で国際公共政策について学んだ。

フィールドでの体験から卒業後は

まずは草の根ＮＧＯでやっていこう

と決めており、海外でもお世話に

なったことのあるＡＭＤＡに就職。

悔いのない選択だったと思ってい

ます。将来のステップとして今を

精一杯がんばろうと思う。やりた

いことが出来るのだから、給料は

安くても全く（と言うと言い過ぎ

かもしれないが､ほとんど）気にな

らない。これは何も日本の国際貢

献のためとか、そんな難しいこと

を第一と考えてのことではない。

自分のためである。人に喜ばれな

がら、自分も成長していけたら有

り難いことだと思っています。

　これからは日本のＮＧＯもよりシ

ステマティックになり、もっとも

っと成長していくべきでしょう。

そのためには日本の社会全体が

NGOに対して、より興味を拡大さ

せていってくれたらと思います。

そのために自分たちの活動をどん

どん紹介していきたいし、一人で

も多くの人たちと活動を共にした

い。一人ひとりの力は小さいけれ

どもそれが集まって大きくなれば、

国際貢献というような大義名分が

なくても世界中で人々がわかり合

えると思います。
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/T人生七チ古来稀なり」

岩村　高雄（岡山県笠岡市）

　｢人生七十占来稀なり｣(杜甫)か

ら占稀は七十歳の称とされていま

すが、私も来年にはその城に突入

します。しかし、最近は医学の発

達、社会構造の進歩とともに70代

も現役でバリバリ活躍している人

が多くいます｡元気であれば｢お荷

物｣にならないものです。

　私が奇術を始めたのは岡山市で

公立中学校の教員をしていた昭和

54年、約20年前のことです。PTA

の会合や生徒会行事などでトラン

プを使った簡単な手品をしたとこ

ろ大きな拍手や歓声があがり、そ

の快感がこの奇術の世界にのめり

込むきっかけとなりました。

　教員を退職した昭和63年に｢福

山奇術倶楽部｣に入会し、プロの指

導を受けることになりました。自

宅での猛練習も功を奏し今では約

300種類の奇術を習得し、自称｢街

のエンターティナー｣を気取って

います。※ミスターサンロックと

言えば笠岡市近辺では有名です。

(→藤井のコメント)

　子供会､保育園､幼稚園､小中学

校、婦人会､敬老会､福祉施設、公

民館行事など声がかかれば時間の

許す限りボランティアで奇術を披

露しています｡新聞､テレビなどの

マスコミで取り上げられたお陰で

県の目に止まり、県から手品を通
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して交通安全の啓蒙活動への協力

を依頼され平成7年から「県交通安

全教育講師団講師」に委嘱され､岡

山県内各地で年間50回ほどの啓蒙

活動を展開しています。

　基本的にはボランティアなので

すが、時には若干のご芳志を戴く

場合があります。そのときはあり

かたく戴いて毎年年末にＡＭＤＡ、

交通遺児就学援助基金、障害者福

祉基金などに少しずつですが募金

しています。

　私は「子どもに夢を､お年寄りに

ほほ笑みを」をモットーにしてい

ます。様々な人達とのふれあいの

中で情熱を持ち、夢を与え続ける

ためのチャレンジ、皆さんの喜ぶ

顔がうれしくて……、意欲を持っ

て理想を追いかけている限り青春

時代、奇術は私のライフワークで

す。手足が動く限り続けるつもり

です。

　奇術のアシスタントでもある私

の妻は瀬戸内海の玄関口（笠岡市

神島）で小さな喫茶店をしていま

す｡店内は「街かどふれあいギャラ

リー」となっており､障害者の方々

の作品が常設されています。また、

市内の障害者施設の物品・農産物

の委託販売もしています。人の出

入りが多いことから

1）阪神大震災、日本海油災、奥尻

　　島震災等災害時の救援募金

2）使用済みテレカの回収

3）ネパール子ども病院にタオルを

　　贈ろう

4）AMDAの募金箱設置

などなど彼女なりに自分のできる

範囲で様々なボランティア活動に

取り組んでいます。これからもこ

の喫茶店に集まる人達の善意を活

かせることを考えていきたいとは

りきっています。

　私たち夫婦はそれぞれのやり方

で時には助け合いながらボラン

ティアを共通のライフワークとし

て生きていきたいと考えています。

私たちにお手伝いできることがあ

りましたらいつでも声をかけてく

ださい。

連絡先：

　カフェレストラン｢サンロック｣

　　　　笠岡市神島瀬戸3885-3

　　　　　　　TEL0865(67)4609

　　　　　　　(文責：藤井逸子)
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みλあで力を合わせて

子ども病院へ救急車を贈りましょう！

AMDAボランティア　　藤井　逸子

　12月６日（日）午後６時30分か

ら里庄総合文化ホール「フロイデ」

で「ＡＭＤＡ子ども病院に救急車を

贈る会」発足記念クリスマスチャ

リティーコンサートが聞かれまし

た｡当日は菅波代表､ニルマル先生

も参加されネパール子ども病院の

お話などをして頂きました。予想

｢ＡＭＤＡ子ども病院に救急車を贈る会｣

発足記念　クリスマス　チャリティーコ

ンサート　最後にサンタクロース登場

を裏切る大盛況で関係者はほっと

胸をなでおろしました。というの

もこのコンサートは多くのボラン

ティアの協力で実現したものだか

らです。

　岡山県里庄町で「子ども遂に良

い音楽を地元で聴かせたい」と平

成３年から音楽プロデュース活動

を続けている“音楽同好会フロイ

デ≒広島県尾道商業高校OBが中

心となって結成し、30年余のキャ

リアを持つアマチュアジャズバン

ド“ＮＥＷ ＳＷＩＮＧＤＯＬＰＨＩＮＳ”。

　３年前からそれぞれにAMDA支

援コンサートをしていました。コ

ンサート会場でのパネル展示、

ＡＭＤＡグッズの販売、タオル集め、

使用済みテレカ集め等で両方の支

援コンサートに参加していたボラ

ンティアが思い付きでこのふたつ

の団体をひきあわせました。

　５月に開催されだNEWSWING

DOLPHINS”の定期演奏会に“音

楽同好会フロイデ”を招待したと

ころすっかり意気投合し、プロ

デュースと出演者ということで協

力してＡＭＤＡ支援コンサートをや

りましょうということに話がまと

まりました。

　漠然としたAMDA支援ではなく

具体的な支援をと考えＡＭＤＡ本部

に相談したところ11月に開所する

ネパール子ども病院に救急車が必

要だとの返事でした。救急車と

いっても目本の救急車とは異なり、

大型の四輪駆前車でストレッ

チャーと車載冷蔵庫が積めるもの

でよいとの話でした。メンバーの

ひとりが自動車販売に携わってお

り見積もりしたところ送料込み300

万円位でいけるのではないかとの

ＡＭＤＡ釦umall999、j　T7



判断でした。

　[300万円集めてネパール子｡ども

病院に救急車を贈ろう！]と目標

が決まると少しでも早く実現しよ

うと話が急に進み出しました。尾

道市､福山市､笠岡市､里庄町とそ

れぞれ伴んでいる場所も職業も異

なる人達の集まりなので打合わせ

に集まるのもひと苦労でしたが８

月から何度も打合わせを重ねて実

現にこぎつけました。そんな中う

れしいことにメンバーのネット

ワークで東京のプロのグループが

ボランティアで出演してくれるこ

とになったのです。ジャズバンド

“大山日出男カルテッドとロック

グループ“BLUE ANGEL" です｡プ

ロがボランティアで出演してくれ

るのに観客が少なくては中し訳な

ラストステージ「ジョイント」のリハーサル風景

いとチケット販売、広告集めにも

力が入りました。

　コンサートでは様々なボラン

ティアが活躍しました。舞台進行

係（金光学園吹奏楽部のOB）は演

奏時間の調整、装置のセッティン

グが大変でした。演奏をベストの

状態で聴いてもらいたい、ネパー

ル子ども病院の話をニルマル先生

にして頂きたい、お客様にクリス

マスプレゼントがあれば楽しいか

な等……｡接待係は出演者､スタッ

フ合わせて約50名に安くておいし

いお弁当を用意したい、ベストの

演奏ができるようにおいしいお茶

を入れてあげよう等……｡総務･受

付係はいい笑顔でお客様を迎えよ

う、小さなお子様連れでも安心し

て楽しめるようにベビーシッター

の準備、HAPPYな気持ちで帰って

頂けるように心配りをしました。

そしてＡＭＤＡボランティアはパネ

ル展示､募金､救急車に積み込んで

ネパールの子ども達に届けるタオ

ル集め、カレンダー･テレカなどの

ＡＭＤＡグッズの販売など。

　｢ＡＭＤＡ子ども病院に救急車を

贈る会｣がマスコミに取り七げら

れたこととそれぞれのネットワー

クのおかげで浅口郡５町をはじめ

として地元の協力が頂けたことも

うれしいことでした。

　今回の支援コンサートは

　　　　　　　　　　　　　　　　　ー｢ＡＭＤＡ子ども病院に救急車を贈

る会｣のスタートです｡機会を見付

けて募金活動、支援コンサートを

開き１年位で実現したいとみんな

はりきっています。

おみやげ･喫茶･お食事

岡山駅名店街
a一季ﾌﾟ5¥‘“
岡山駅2F新幹線改札口前
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　　舞台進行係としてフル回転|　

だった仁科公宏さん

　当日は「お客さまがいっぱいき

てくれるかな？」という我々の心

配をよそに、開演前から外には長

蛇の列ができていました。第一部

ぱBLUEANGEL”というロック

グループによる演奏。元気のいい

サウンドで観客を沸かせました。

次ぱNEW SWING DOLPHINS”

の演奏でビックバンドならではの

　　ノリのいい曲､そしで大山日出男●　

カルテッド。すばらしいジャズサ

ウンドを聴かせていただきました。

最後に参加グループ全員によるク

リスマスにちなんだ曲の演奏でお

客さまは大喜び。

　素敵な時間を過ごす事ができま

した。本当に微力ではございまし

たが、このチャリティーに参加で

きましたことを心より喜んでおり

ます。

｜
尾道市から参加したAMDAボ

ランティアの井上智香子さん

¢讐1!‰DAのボランティアとしてコ

ンサートのスタッフに加わった。

以前何度かコンサート会場で

ＡＭＤＡグッズの販売をしたことは

あるが､今回は接待係を担当した。

未来を考える
システムの包装商社

出演者にホカホカの夕食と冷たい飲

み物をサッと出す｡他のスタッフの

夕食セッティングetc.スタッフと

して一歩踏み込んだ経験をさせて頂

いた｡いろいろな事柄は沢山のやさ

しい手が添えられて成り立つものと

思いを深くしたところである。

　　パネル展示、会場設営、タオ　|

ル集め等最後まで大活躍だっ

　　た中学１年生の安福奉啓君

　「ボランティア」に無関心だった

僕は今回小学生の時からＡＭＤＡボ

ランティアをしている同級生に誘わ

れて初めて参加させてもらった｡会

場に着くとＡＭＤＡの腕章をするよ

うに言われてスタッフの一員になっ

たような気持ちになった｡最初は何

をしたら良いのかさっぱりわからな

かったが､スタッフの人達に次々と

用事を言われているうちにだんだん

わかってきた。普段僕たちがお客

として来て見る掲示物の展示、

本･CDの売り場の準備､抽選のプ

レゼントの準備などたくさんの仕

事があった。驚いたことにこれら

の準備を約６時間も前からするの

だ。

　しかし、僕たちには特権があっ

た。仕事の合間にリハーサルを見

る事ができたし、本番中の舞台裏

に物を運んだり、楽屋にお客さん

のためにＣＤにサインを貰いに

行ったりと普段体験できないこと

が体験できたことだ。これはとて

もうれしかった。

　途中アクシデントがあったもの

の無事、大成功に終わった時の感

激はとてもすごくてなんと言って

いいかわからない。

　このようにたくさんの体験をさ

せてくれたボランティアに、是非

また参加したい。

｢AMDA子ども病院に救急車を贈る会｣寄付者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(11月～12月９日迄)

山本日出子　　　西山　　芳

中村　正夫　　　山本　厚子

堤　　　典　　　藤元千代美

財団法人倉敷中央病院

医療法人清風会日本原病院

重井医学研究所付属病院

中谷　　勲

青木恒夫

金光学園内音楽部吹奏楽団父母の会

金光学園内金光ウインドアンサンブル

パステム

桑田　徹也　　竹原　威信

瀧川清統　　　安藤　　宵

●お問い合せ

　｢子ども病院に救急車を贈る会｣

　電話0865-64-3213

　代表　北浦　信夫

干791-8016松山市久万の台689 TEL 089-925-7a11

パステム
干702-8048　岡山市福吉町18-7 TEL 086-263-5516
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第３回医療通訳養成講座の報告

　　　　　　　　　　熊木　由美

　11月14日に南大和病院老人保健施設さくらプラザ

で第三回の講座が行われました｡田宮菜奈子先生によ

り内科領域の講義が行われました。

　南大和病院での外国人医療の状況､老人訪問看護制

度、介護保険制度、検査について説明がありました。

その内容は次のようなものです。

・中国語、スペイン語、ポルトガル語を母語とする人

が多く受診する。

・健康保険に未加入の人が多く、医療費の問題があ

る。

・治療法の選択肢、薬の副作用、将来の見通しなど日

本人に対しても説明する必要があるが､健康保険未加

入の外国人の場合は自己負担額が高額になるため､特

に詳しく説明している。

・検査について、簡単な内容の説明と注意があった。

検査前の絶食など命に関わる点は守るよう､確実に伝

えてほしい。また、検査結果がいつ出るか確かめるこ

とが必要である。

･通訳者が不明な点については､医師に日本語でもい

いので書いてもらった方がよい。

　曖昧にするとトラブルのもととなることがある。

約２時間にわたる盛りだくさんの内容の講座でした。

受講者からも多くの経験談や質問が出され充実した講

座となりました。

　講座へのお申し込みは小林国際クリニック（電話

0462-63-1380）まで。月一回、原則として土曜日に講

座を開催います｡多くの方の参加をお待ちしておりま

す。

支部紹介 AMDA神奈川

AMDA兵庫

AMDA沖縄

30　Å肘/M知fu/ 7999.ノ

○

TEL 0462-63-1380

TEL 0798-71-9821

TEL 098-854-5511

第２回『横浜国際協力まつり’98』

に参加して

ＡＭＤＡ神奈川支部副代表　　松本　哲雄

(川崎市総合教育センター　　障害児教育研究室)

　11月14～15目、横浜市中区山下町の産業貿易セン

ターで開催。参加70団体｡体育館ほどの1階フロアー

はNGO各団体の展示＆バザー。さらに１階フロアー

の一一角と３階ではセミナーが開催され､開発教育ワー

クショップ幼少児教育の海外援助､ネパールの少女売

春と人身売買、国際交流の船旅、国際支援プログラ

ム、女性の相談室から見た国際化、ベラルーシの子ど

もたち、スタディツアー報告会などがテーマでした。

また山ﾄﾞ公園に面した屋外ステージでは､インドネシ

ア、フィリピン、カンボジア、ネパール、モンゴル、

南米、日本の音楽や民族舞踊が披露されました。

　『AMDA神奈川支部』は篠原がチーフになり準備の

初段階から手掛け､本部の実行委員を兼務｡神奈川支

部のブースは溝内、山本がバザー提供品の販売､松本

が主にAMDAの活動を来訪者に説明しました。

　ＡＭＤＡのチラシ６種類、うち本部から３種類､支部

独自で作成した『ＡＭＤＡ神奈川支部』『ネパールあし

ながおじさん・おばさんプロジェクト』『医療通訳養

成講座受講生募集』の３種類（それぞれ200～300枚）

を配布しました。

　展示はＡＭＤＡの旗。パネル写真（ネパール・カト

マンズ市内のスナップ、ダマックのAMDA病院附属

医療技術者養成学校：以下ＡＭＤＡ病院附属学校にお

４゛－
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ける奨学金授与式）。そしてチラシの拡大。当初電

気製品の使用が認められると言うので､ネパールの

ＶＴＲを編集して持参しましたが､電源を切られて

しまい､２日目はラジカセでネパールのポップスを

流しました。販売と説明で多忙だったのは14日午

後で、売上も８割がこの時間帯に集中しました。

　『AMDA神奈川支部』として説明の中心はネパー

ルにあり、９月24日のダマックAMDA病院附属学

校での奨学金授与式、11月２日のブトワールの

AMDAネパール子ども病院開所式と附属障害児学

校起工式について話した。

また、下記のような質問がありました。

＊来訪者の６０歳代歯科医ご夫妻、「セブ島へ数度

診療活動に言ったことがあり､歯科診療補助表が欲

｡一一　しいが、ぜひ一度小林先生（ＡＭＤＡ神奈川支部代●　

表）に会いたい｡」

　　　＊米国医療機器メーカーGEのセールスエンジニア

　　　はJICA経験者で且‾中古医療機器のプレゼント先が

　　　ないか」と打診があり、別のJICA･OBから「ホン

　　　ジュラスの洪水に対して、ＡＭＤＡと連携を取りだ

　　　い」ということで、本部へ連絡して頂くよう伝え

　　　る。

　　　＊茨城県の女子高生、「国際協力まつりを見る為に

　　　横浜までやって来ました。今夏ネパールＮＧＯを介

　　　して現地で活動したが、ＡＭＤＡの活動を知りた

　　　い｡］

　　　＊60歳代の男性、「妹が看護婦をしているので、

　　　AMDAのことをもっと知りたい｡」

讐　＊その他､数人からＡＭＤＡの各国支部や活動状況、

　　緊急救援の中での薬剤の位置付け、AMDA国際大

　　学の進捗具合について質問を受ける。

　　　ＡＭＤＡ会員が必ずしも医療関係者ばかりではな

　　いという前提で､AMDA本部･日本支部（神奈川支

　　部のような）と自治体単位の支部が果たせる役割の

　　違いやトリアージについて来訪者と話し合いまし

　　た。

　　　　なおバザーの売上金の53.770円はプールして､引

　　　き続きネパール・ダマックのAMDA病院附属学校

　　　奨学金に充当する予定ですが､今回の反省点として

　　　早くから話し合ってバザーを計画｡またチラシ等の

　　　配布方法､説明の内容についても事前に十分検討し

　　　ておく必要があると感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　（写真提供:篠原真理子）
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‘1　　゛゛　　　泥ると醒ぐとぱ人違い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆岩井　＜に　　　　　　（自治医科大学動物学助手）

　情報化社会、いつのころからか

日常用語になりました。今の日本

では、発信された情報は瞬く間に

手元に届きます。インターネット

だけでなく、テレビ、ラジオ、新

聞､雑誌…。まだまだあります､街

頭のモニター、電車の広告、宣伝

カー、配られるチラシ、ダイレク

トメール…、街中に情報が溢れか

えっています。文字や音声に加え

て、画像の情報も増えました。実

際に手に取ってみなくても、実際

に行ってみなくても、実際に休験

しているような気持ちにさせられ

てしまいます。でも、本当にそう

なのでしょうか？

　私はこの４月から大学の一角に

ある地域社会健康科学研究所の研

究員になりました。研究テーマは

「医療スタッフのへき地勤務支援

システムの構築」。今年は「産休・

育休」がメインです。医学生から

教授まで、学内・学内とりまぜた

チームで医師の仕事と育児の両立

の話をしているうち、話がかみ合

わなくなってきました。どうも医

学生が生身の子どもを実感してい

ないようです。少子化で兄弟が少

なくなったうえに受験勉強で子守

をする機会もなかった彼女らの子

どもに対するイメージは、テレビ

CMやドラマに出てくるぴかぴか

にきれいで、にこにこ笑っている

上機嫌の赤ちゃん。じよ、冗談じゃ

ない、「あなた、そんなの１日に何

分あると思ってるの？」

　実際の赤ちゃんを表現するなら、

泣いて、おっぱい飲んで、排泄し

て、眠ることを毎日繰り返す体重

数kgの動物というのがぴったりで

す｡寝ている内はまだいいですが、

はいはいが始まると目が離せなく

なります｡ましてや歩き始めたら…

家中天騒動になること請け合いで

す｡子守の経験もなく、かわいい上

機嫌の赤ちゃんだけをイメージし

て､いざ産んでみたら、目の前にい

るのがしょっちゅう泣いて排泄ば

かりしているぐにゃぐにゃした生

き物だったのでは、新米おとうさ

ん、おかあさんのショックはいか

ばかりでしょう。相談しようにも、

昔と違って、近所に子育て経験豊

富なおばさんたちがいるとは限り

ません。おとうさんには仕事とい

う逃げ道もありますが、子どもと

向き合わざるを得ない専業主婦の

おかあさんたちは、どうやって息

抜きするのでしょう？ある調査で

は［自分は子育てに向いていな

い］と回答したおかあさんが全体

の65%にも達したというのもうな

ずける話です。

　え？子どもを産んだこともない

私が子どものことを言えるかっ

て？私にも子守の経験はありま

す。友人の赤んばうの子守をさせ

られ、鍛えられました。泣きわめ

く子どもを腕がしびれるまで抱き

続け、おっぱい飲んでるうちに吐

いた吐物を拭いてやり、おしっこ

のオムツを変えたと思ったらウン

チする子どもをひっぱたきたくな

るのをようやくこらえ、眠くなっ

てぐずる子どもにお手上げ…この

貴重な実体験を通じて、私は子守

のポイントは手抜きだと悟りを開

くにいたりました。真剣に子ども

と遊んでごらんなさい､15分で大

人の方がへばります｡生返事をし

ながら、体をなるべく動かさず

に、子どもに運動させ、目を離さ

ないように放っておく。「飽きた

ら帰ってしまえばいいんだから他

人の子守は楽でいいなあ」と自分

が親を苦労させたことなど棚に上

げて、一人つぶやく私でありまし

た。

←（

広告募集中！

お申し込みは

（株）JR西日本⊃ミュニケーションズ

　　　　　　　　086-223-6964岩井

（株）新通エス・ピー・センター

　　　　　　　　06-533-6191青山
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1.　電話による相談（無料）：外国語の通じる医療機関の紹介、日本の福祉・医療制度案内など

2.　外国人の医療問題に関するシンポジウム、セミナーの開催

３．「１１ケ国語診察補助表」「９ケ国語対応　服薬指導の本」

　　「１６ケ国語対応　歯科診察補助表」および「両親学級の資料」の出版、販売

4.　東京都健康推進財団からの受託事業（センター東京）

汗参ｙ夕讐市東京　，　〒16o-oo21東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

　　　　　相　談ＴＥＬ：０３－５２８５－８０８８

　　　　　事務局ＴＥＬ：０３－５２８５－８０８６　ＦＡＸ ：０３－５２８５－８０８７

対応言語：　　英語・中国語・スペイン語・韓国語・タイ語：

時　　間　　　　　　　　　　　　　　　月曜日～金曜日　９：００　～　１７：００

　　　　　　　ポルトガル語：　　　　月、水、金曜日　９：００　～　１７：００

　　　　　　　フィリピン語：　　　　　水曜［］　　　　９：００　～　１７：００

　　　　　　　ペルシャ語：　　　　　月曜日　　　　　９：００　～　１７：００

万考／夕方房酉]，　〒556-oooo大阪市浪速区浪速郵便局留

　　　　　相談/事務局ＴＥＬ： ０６－６３６－２３３３　ＦＡＸ ：０６－６３６－２３４０

対応言語：　　英語・スペイン語：　　月曜日～金曜日　９：００　～　１７：００

時　間　　　ポルトガル語／中国語：曜日によって対応可。事前にお問い合わせ下さい。

ホームページ　http://www,osk.3web.ne.jp/～amdack/

苛麿墓齢一命碧ｅ磨遭ト

　特に重い病気、重病で国に帰りたいと相談されたとき、言葉が通じる病院が見つからず通訳ボランティアを探

さなくてはならないといった相談を受けた場合、相談者に情報を提供をした（電話を切った）その後がどうなっ

たか気になる事がある。何かをした後に結果が出ないと中途半端で、終わった実感がなく気持ちが残ってしまう

のだろうか。ある問題を相談され、相談者の状況を知った時から、相談員としてその問題を抱え込む癖がついて

いるのかもしれない。また、十分にアドバイスできなかったと後悔して、その後が気になり眠れなかったという

相談員の声も聞く。このような感情を持つのが一般的だろう。

　しかし、電話相談では相諜者が電話を切った後、問題が解決したかどうか結果を知らせてくる人はほとんどい

ない。相談後の結果を知る事はまずないと言っても過言ではない。稀に結果報告の電話が入るが、年に数回と

言った具合。では、結果がわからない場合、どのように相談員が気持ちを切り替えたら良いのだろうか。

　以前センター内の相談員へ相談に対するストレス解消についてのアンケートを行った。その結果、「気分転換を

する」、「センター内の相談員同士で抱えた問題を話し合い、自分で抱え込まず、問題を共有する」といった方法

で切り替えをしている相談員が多いのがわかった。これは自分の気持ちを整理をするための方法の１つであるが、

もう一つ切り替え方法がある。相談者から相談後に電話がかかって来ないのは何らかの形で問題が解決したから

と考え、相読者が自分で問題解決できる能力を持っているであろう事を信じる事である。相談業務では、このよ

うな自己の精神衛生管理（ストレス解消）は不可欠だ。なぜならば、精神的に健康で安定していなければ、次々

に入ってくる相談に的確に判断して対応できなくなるからである。
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　私は、センターに２年間勤務して相談業務に携わり、電話相談には限界もあると実感した。電話相談では、相

諜者本人との間に電話線一本でしか繋がっていないという壁があり、見えない状態で相手の状況や抱えている問

題を上手に聞き出さねばならないという難しさがあり、上手くコミニュケーションが取れないと間違った回答を

してしまう恐れがある。又、お互いの反応が見えないのも結果が気になる原因の１つとなる。しかし、一方、姿

が見えないから人に言えない事を正直に話せる、いつでも日本中のどこからでも電話線一本で言葉の通じる相談

員にアクセスできると言う利点は大きい。外国人にとって、たとえ日本語が話せる人でも母国語で相談ができる

とどんなに気持ちが落ちつくだろうか。その情報やアドバイスが如何に少量であっても、相談者にとって大なり

小なり問題解決の道標になっているだろう。

　そして、私達相談員は、精神面、情報面など、何らかの形で相談者の役に立っていると信じて、今後も相読者

との信頼関係を築けるよう１本１本の電話相談に対して丁寧に対応して行かなくてはならないと思う。自分自身

も相手も納得のいく相談に近づくために生きている情報の収集をしたり、相談員の精神衛生を心掛け、センター

内の信頼関係やコミュニケーションを大切にする事が電話相談員としての今後の課題だと思う。

☆☆☆『ＰＲ◎こ匠副○Ｍ』に参加して☆☆☆

　１０月２５日神奈川県大和市にあるペルー人の集まるカトリック大和教会にて「PROCESION」というキリス

ト教の行事が行われた。これは年１回ペルーでも行われる行事で、表にキリスト画像と裏にマリア画像が描かれ

た壁画の御輿を紫のマントを身に付けた信者達が担いでパレードをするものである。昔１０月にある村で大きな

地震が起きたとき、村に残った１枚の何も描かれてない壁にキリスト像が現れた。村人達が、この壁は神様が

送って下さったのだと思い、お参りに行くようになり、その後病気が治ったりした事から、キリスト像の壁画を

１０月に祭るようになったとのこと。日本でも毎年１０月に神奈川県の中で１番ペルー人が多い大和市で、ペ

ルー人協会が主催して行われている。大和市外からもペルー人が大勢集まると言う情報が入り、早速、事務局Ｙ

さんとスペイン語通訳相談員Ｏさんと一緒に「PROCESION」に参加して、センターのチラシを配ってきた。

　この日、天気は快晴。教会の敷地内には５００人以上のペルー人が集まり、日本人は私達を含め僅か

４、５人しかいない。まるでペルーにいる観光客になったような錯覚を起こす程、ペルー色に染まった会場に驚

いた。日本の御輿がお宮から出るのと同様に、キリスト像の御輿は教会から出発し、町を一回りしてから教会に

戻り、ミサが始まった。ミサの後は、教会の周りにあるペルー料理やフィリピン料理の出店で、飲み食いしなが

ら交流を深め、夕方キリスト像の御輿を教会前で解体。キリストの御輿を担ぐのは、神父や主催者、ペルー領事

等で、その２０人位の中心人物達が全員紫色のマントを被り、太い白い縄を首から下げていた。ちなみに、ペ

ルーでは、この行事が行われる１０月の１ヶ月間、願い事がある人は毎日紫色の衣服を身に付けるそうだ。それ

程犬切な行事らしい。

　印象に残っているのは、行事の最後に御輿を解体する前、神父が赤ちゃんを抱き上げ、キリスト像の十字架に

沿って赤ちゃんを揺り動かし、子供の身を守られるようと祈っていた様子だ。次から次に母親達が子供を差し出

していた。

　さて、前置きが長くなってしまったが、スペイン語で書かれたセンターのチラシ配りの効果はどうだったかと

言うと、かなり好評。チラシを渡すと「こういった

情報があるのは知らなかった。とても助かる｡”グラ

シアス！”（ありがとう）」と大層有り難くお礼を言

われ、その上、私も私もとチラシを求めて手を伸ば

してきた。このように、いろんな人々に出会えて必

要とされている事を実感でき、心から参加して良

かったと思った。今後も、私達のサービスを求めて

いる人達が集まる所へ出向き、より多くの人の声に

耳を傾けながら、センターの存在を広め、活動を続

けて行きたい。（センター東京/N.N）

ﾐX4　AMDA Journal j999j

　Ｗ

４

一



● 回

１９９８年７月～９月受付　１９９８年度新規･継続会員、ご寄付者（順不同敬称略）ご協力ありがとうございます。

ご｀寄付（個人）

倉茂和幸

伊藤侃由美

乙幡和雄・義子

神戸　譲

広瀬勝貞

谷　昌興

相馬久子

蔭山晴一

橋本英雄

西成民夫

野和田リーコ

鹿島りえ

庵原典子

青木和子

香取美恵子

神藤喜美子

津島真利絵

マイテ　アスコーナ

小久保陽子

佐藤光子

坂田　渠

具順異

黒子亮子

中戸純子

ご省付（団体）

福川内科ｸﾘﾆｯｸ募金箱

久松園芸株式会社

日本聖公会東京教区

聖アンデレ教会

三光教会

東京聖マリヤ教会

聖パウロ教会

目白聖公会

聖バルナバ教会

東京諸聖徒教会

東京聖テモテ教会

月島聖公会

葛飾茨十字教会

聖ルカ礼拝堂

池袋聖公会

小金井聖公会

興和新薬㈱

一般会員

平井敬一

水越宏和

馬場憲夫

吉本邦晴

井上美由紀

片山博仁

高木史江

神戸　譲

畑山啓悟

松下彰宏

木村真人

岩本美知

野聞里香

間瀬まさ代

藤村雄伍

李世論貞

上聞美穂

朱イム

団体会員

つくばメディカル・センター

クラヤ薬品

助成金

日本財団

お名前を掲載しない方６名

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　　　　　　　　ご支援よろしくお願い申し上げます。

会員募集　精神的、経済的に援助して下さる会員の方を募集しております。

　　ｊセンターはＡＭＤＡ（本部岡山j〉とは会計が別のため、独立した会員制度を設けております。

　　ＡＭＤＡ本部の会員ではございませんので、お間違えのないようお願いいたします。

　　会費：個人会員　10　6､000円　／　団体会員1020､000円

　　　　　学生会員（高校、大学、専門学校生）　10　2､000円

　　　　　ｼﾞｭﾆｱ会員（中学生以下）　　　　　　　10　1､000円

　　４月より翌年３月までの１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集　年間12万円

　　以上詳細はセンター東京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替：００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

銀行口座（広告料のみ）ｔさくら銀行桜新町支店普通５３８５７１６

　　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸

麗■麗麗■麗■ ■■

□　/∂力置居が応'歯科診察補助表 好評発売中！

涛語・スペイン語・ポルトガル語・中国語・韓国語・ペルシャ語（ｲﾗﾝ）・タイ語

ラオヌ語・カンボジア語・ベトナム語・ベンガル語（jx゛ﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ）

フィぴどン語びf･哨ﾀつ・ロシア語・フランス語・イン/ヽ゛Liシア語・マシー居6’j･-ﾀ刀

　本体　￥５０００（消費税･送料別）お問い合わせは:センター東京　Ｓ０３－５２８５－８０８６
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医療経営財務協会

　　　　公認会計士会長　税理士　長　隆

〒171-0022　東京都豊島区南池袋2-27-17ｸﾞリーンバークビル7F

　　　　TEL 03-5951-0707　FAX 03-5951-0710

　　　　　　http://www..tky.web.ne.jp/～cpaosa/

英語、中国語、韓国語、タイ語、モンゴル語、

スペイン語、ポルトガル語、タガログ語、等

多言語対応です。

■ＡＭＤＡ国際医療情報センター発行

　｢16ケ国語対応團科診察補助表｣

　等作成

唇

itetb･･alj

　　　　株式会社インターブックス

〒169-0051東京都新宿区西早稲田2-10-18

　　Tel:03-3204-0263 Fax:03-5272-9897

　　　　URL:http://www.interbooks.co.jp

.　　　　E-mail:info＠interbooks.co､jp

　産婦人科　　　心療内科

OB / GYN / PYCHOTHERAPY

伊勢佐木クリニック
　　ISEZAKIWOMEN'S CLINIC

〒231-0045横浜市中区伊勢佐木町3-107

　　　　　Kビル伊勢佐木２階

　　　　　TEL 045-251 -8622

　　　　内科

医療法人社団

(老人科)・理学診療科

慶成会

霜慶友病院
〒198-0014東京都青梅市大門1-681番地

●入院のお問い合せ一一「EL0428-24-3020 （代表）

　　　　　院長　大　塚　宣　夫
「

-

奉

内科・理学診療科

　　医療法人

ク

川内

りニツ

科
ク

　　　　　大阪市東成区東小橋3-18-3

　　ボングービル４Ｆ（住友銀行鶴橋支店前）

　　　　　　　TEL06-974-2338

診療時間

午　前　9:30～12 : 30　　午後3:30～6:30

土曜日

日曜日

休診日

午前9:30～午後12 : 30

午前10 : 00～午後12 : 30

木曜日、祝日、最終日曜日

１６．１・対Ｚ詣偶詠談徨論窟

書屋、スペイン屋、ポルl･ガル錘、中国盾、翰‐謳、

ベルシやー、タイ厩ラオズー、カンポ･ジア厩べみナ.心房、

ベンガル暦、フィ!/どンー、z7シア暦、フランズー．

インﾀ.虞シアー　7£/一－

外国人が安心して歯科にかかることができるよう、また、医

療機関･医療従事者が外国人の治療に関わる事項を正確に伝

えることができるよう､必要最低限の内容を１６ケ国語に翻

訳。受付での会話、受診理由、症状、麻酔や抜歯の経験など

の内容が１言語１９頁にわたり掲載されています。

Ｂ５版　３２５頁　定価５,２５０円（税込み）

J　I一回圖一

ZrlS昌

　●町谷

医療法人社団
慶　泉　会

原病院
　　　外科　肛門科　泌尿器科

　　　整形外科　形成外科

　　　脳神経外科　内科

〒194-0003東京都町田市小川1523

　　　TEL　0427-95-1668

● 町谷原クリニック
人工透析センター
リハビリセンター

〒194-0003東京都町田市小川1530-6
　　　TEL　0427-99-6500

９４ｓ回べ劃鶴巻堀鴎傘

－－．ヌペインー、ポルみガンZ蕎、ベルシャ鳳　φ－ｇ．

韓国語、タイ語、　フ･ﾀﾞ£/と'ノ鳳　べみ九ムー．

外国人に安全に薬を服用してもらうため､また外国人に薬の

使用法を正確に伝えるため、必要な情報を掲載。どのような

薬が欲しいのか、病歴・アレルギーの有無、定期的に服用し

ている薬、服用時の注意事項、副作用の説明などを９ケ国語

に翻訳｡日本人が世界各国へ旅行や海外出張に行く場合にも

便利です。

Ｂ５版　１ ５４頁　定価５,２５０円（税込み）

ご'注文、お潤い合わせはAMDA‐廉医塵情報センター東京、（03-5285-8086)、同センター関西（06-636-2333）まで
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内科　　消化器科　　整形外科　　神経内科

精神科　　理学診療科

　　-’　　　医療法人社団永生会
@

永生病院

774床

◆人間ドック　企業健診◆

　　　〒193-0942東京都ハ王子市椚田町583-15

　　　　　　　TEL 0426-61 -4108

有限会社叙爵

医療法人社団三好耳鼻咽喉科

クリニック

　院長　三好　　彰
〒981-3133仙台市泉区泉中央1-23-6

　　　　　　　　みなよい　みよしさんＴＥＬ　０２２－３７４－３４４３

ＦＡＸ　０２２－３７８－３８８６

サリー薬局　〒214-0021　川崎市多摩区宿河原2-31-3　　�044-933-0207

エリー薬局　〒214-0001　川崎市多摩区菅6-13-4　　　　�044-945-7007

マリー薬局　〒214-0036川崎市多摩区南生田7-20-2　　�044-900-2170

十字路薬局　〒211-0068川崎市中原区小杉御殿町2-96　�044-722-1156

セリー薬局　干216-0003川崎市宮前区有馬5-18-22　　�044-854-9131

アミー薬局　〒242-0005大和市西鶴間3-5-6-114　　　�0462-64-9381

マオー薬局　〒242-0021　大和市中央5-4-24　　　　　　�0462-63-1611

4･消化器科・外科・小児科奉
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　豊かな未来へ。喊
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小林

ご|国際ク＼ﾘj………ご:………ﾂﾞ………ｸ万万

　Kobayashi lntemationa1 Clinic

　　　　　　　小林國際医院

診療時間：平　日　　月曜日～金曜日　9:15～12:00/14:00～17 : 00

土曜日 9:15～13 : 00

休診日　　水曜日、日曜日、祝祭日

fi　0462-63-1380

　神奈川県大和市新鶴間3-5-6-110

小田急江ノ島線・鶴間駅下車徒歩４分

‾‾‾‾‾‾-
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ﾚ畔尚］

本年兜よろしくお原頁いします

　1998年中は皆様よりご支援、ご協力いただきまし

て誠にありがとうございました。お陰さまでアジア、

アフリカ、南アメリカ約16カ国の開発途上国で、地

域開発活動として診療､保健衛生教育、自立支援ある

いは子ども病院､小学校の建設等プロジェクトを行う

ことができました｡さらには下記のような自然災害に

よる被災者への緊急救援や国内における緊急時対応の

ための会議、訓練を実施することができました。

　地域開発活動は短期間で完結できるものではなく、

現地で長く活動を続けることが大切な活動です｡また

緊急救援活動は災害発生後できるだけ早い対応が必要

とされます。これらの活動は21世紀に生きる子ども

たちのためにできるだけ平和な環境を作り出すことが

できればという願いのもとに行ってきましたし､これ

からも継続していきたいとスタッフ全員考えておりま

す。

　どうぞ1999年も引き続きご支援、ご指導下さいま

すようお願いいたします。

1998年　緊急救援活動および主なとりくみ
※継続プロジェクトを除く

年 月 活動内容／訪問先、または開催地（期間）

98 １

２

３

４

５

６

７

８

９

１１

中国河北省地震緊急救援プロジェクト開始

第二回民間医療防災フォーラム開催／東京・岡山

　　　　　　　　　　　主催（地域防災民間緊急医療ネットワーク）

第一回「国民参加型ODA」フォーラム開催／東京・岡山

アフガニスタン震災緊急救援プロジェクト開始

国際協カネットワークセミナー広島（JANAN設立記念フォーラム）開催／広島

ＡＭＤＡ兵庫県支部設立

AMDAザンビア支部開所式

北朝鮮物資支援実施

アフガニスタンアズロプロジェクト開始（アフガニスタン帰還難民支援）※病院建設

ボリビア震災緊急救援プロジェクト開始

インドサイクロン援助物資空輸

サハ洪水被災者救援緊急物資空輸

第２回NG0.カレッジ開催

パプアニューギニア津波災害緊急救援プロジェクト

地域防災民間緊急医療ネットワークとして全日病と共に全日病北海道支部病院防災訓

練に参加。茨城県との防災訓練は水害のために中止し、水戸市内の被害調査を実施。

地域防災民間緊急医療ネットワークとして東京都・埼玉県・静岡県防災訓練に参加。

バングラデシュ洪水緊急救援プロジェクト開始

中国江西省久江市水害視察（玉野市）

ネパール子ども病院開所式・付属障害児学校起工式（11/2）

ミャンマー子ども病院起工式（11/20）

中米ハリケーン緊急救援プロジェクト開始

「’98おかやま国際貢献ＮＧＯサミット」開催（トピアの会）

■AMDA東京オフィス新住所　　〒103-0025　東京都中央区日本橋茅場町1-11-9　山本ビル10F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 03-3639-6632　FAX 03-3639-6635

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Å財7Mおfu/ /999.y　39



募金jの:お願い

１　子ども病院ﾌﾟロジェクト　→子ども病院建設・母親への育児指導・障害児へのリハビリ

　　　開発途上国では小児科専門病院が不足しており､乳幼児の死亡率が先進国の20倍を越えることも

　　　あります。子どもだちとその母親の命と健康のためにー

　　　　　　　　　　　　　　　　くネパール（今年11月開所）、ウガンダ、ミャンマー（今年11月起工式）＞

２自立支援（ABC-AMDA
Bank Compl祠プロジェクト　→職業訓練･小規模融資

一人の経済的自立がその人の心身の健康と家族全員の健康維持に役立ちます。

いつまでも援助に頼らないですむ明日の生活のために一

　　　　　　　　＜ザンビア・ウガンダ・ケニア・ルワンダ・カンボジア（地雷被災者の自立支援）など＞

３地域医療支援プロジェクト　→開発途上国での巡回診療・病院建設・医療スタッフ育成等

　　　AMDAは21ケ国の支部と協力し多国籍医療団による医療支援活動を続けています。

４　地域開発プロジェクト　→上下水道・浄水器の整備・仮設住宅の建設

　　　世界には飲み水が原因の病気が死亡理由の一位に上がる地域も有ります。

　　　人々の生活環境の改善や住宅の確保のために－

５緊急救援プロジェクト　→被災者への医療支援・物資支援・復興支援

　　　自然災害はいつ何時起こるかわからないため､事前に予算の準備ができないことが迅速な活動の

　　　妨げとなっています｡現地に赴く派道者を支え、被災者にいち早く支援を届けるためにー

尹

●

㎜

--＝-j｢‘゛｀㎜

あなたのご協力で実現できます。

　●100円で抗生物質が60錠（バングラデシュ）

　　●200円で小学校に教科書が１冊（カンボジア）

　　　●1000円で、一人の子どもに１ヶ月栄養給食（ミャンマー）

　　　　●10000円で１ヶ月ストリートチルドレンヘの診療（ネパール）

　　　　　●30000円で、職業訓練用のミシン１台（ケニア）

　　　　　　●50000円で難民用仮設住宅一戸分（ルワンダ）

　　　　ミャンマー給食プロジェクト｀

　上記の活動にご協力をお願いできます場合には、通信欄に１～５の番号をご記人の上、下記の口座

へお握り込み下さい。皆様からのご寄付に対して、課税優遇措置を受けることができるようになりま

した。詳しくはAMDA事務局（電話086-284-7730）までお問い合わせ下さい。

AMDA　Jouma1に関するお問い合せは、ＡＭＤＡ広報局　TEL 086-284-7730まで

ご入会、会費、ご寄付、その他ご購入のための振込は、本誌綴じ込みの郵便振替用紙をご使用になるか、

下記口座をご利用下さい。いずれも振込目的を明記して下さい。

・中国銀行一宮支店（普通）　　口座番号１２７２０１１　口座名　AMDA

■第一勧業銀行岡山支店（普通）口座番号１８１６９４７　口座名　AMDA

■クレジットカード（全日信販のAMDAカード）での会費納入方法もあります。

ＡＭＤＡホームページ

http://www.amda.or.jp

AMDAカードについてのお問い合せは、全日信販株式会社　本社営業部　086-227-7161です。

40　AMZ)/□。ru/ y999.ノ
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　　　いつもｸﾗｽの人気者
1･Zjil:墜宝賑

第12回環境庁長官賞〈中学生の部〉

岐阜県高山市松倉中学校2年大附　仁美さん

全国の小･中学生のみなさんに、美しい自然のシンボルであるトンボの絵を描くこと

を通して、観察する力や創作する楽しさの育成と、失われつつあるかけがえのない自

然と生き物の大切さを啓蒙しています。

　　自然か好きだs

iall雷ﾄﾝﾎﾞが好きだ

wEij屈Miw

／／／

　／

トンボと自然を守ろう　ｰ一一
庖

テイコクの環境プロジェクト

■主催:朝日新聞社･朝日学生新聞社

・後援:文部省･環境庁･全国都道府県教育委員会連合会･全国市町村教育委員会連合会

　　　全国連合小学校長会･全日本中学校長会･日本トンボ学会･トンボと自然を考える会

　　　世界自然保護基金日本委員会（WWFJapan）・日本PTA全国協議会･森林文化協会

・協力:学習研究社･サクラクレバス

5°ずコ･!ｺ株式会社
〒7(:X)-0901岡山市本町6-36第一セントラルビノレ4F

TEL.086-232-0311　　FAX.086-225-6691

インターネットで第13回絵画コンクールの入賞作品がご覧になれます。　http://www.fcc.co.jp/teikoku
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